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平成２７年和束町決算特別委員会 

 

○議長（畑 武志君） 

 皆さん、おはようございます。 

 本日は、決算特別委員会にご参集いただき、大変ご苦労さまでございます。 

 初めての決算特別委員会でありますので、委員会条例第９条の規定によりまして、

年長の竹内きみ代委員に臨時委員長をお願いいたします。 

 委員長と交代いたします。 

○臨時委員長（竹内きみ代君） 

 年長のゆえをもちまして、私が臨時委員長の職務を行います。ご協力をお願いいた

します。 

 ただいまから、決算特別委員会を開会いたします。 

 岡本正意委員から欠席の届けが出ています。 

 これより、決算特別委員長の選挙を行います。 

 委員長の選挙は、指名推選の方法により行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長の選挙は、指名推選の方法で行います。 

 指名は、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、私、竹内きみ代を委員長に指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがいまして、私、竹内きみ代が委員長に当選いたしました。 

 ただいま委員長に当選しました、私、竹内きみ代より、委員長就任の挨拶をいたし
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ます。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 一言ご挨拶を申し上げます。 

 ただいまは決算特別委員長という大役を仰せつかることになりました。何分ふなれ

でございますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 平成２６年度の決算、予算につきまして、町民にとりまして十分な予算となりまし

たかどうか、しっかりと審議をしていきたいと思っております。 

 本日とあすの２日間、町長初め理事者の皆様方には明快なる答弁を、そして委員の

皆様方には活発な質疑を行っていただきますことをお願いいたしまして、そしてまた

２日間、円滑な、スムーズな審議になりますよう心からお願いを申し上げまして、簡

単ではございますがご挨拶にかえさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上

げます。 

 それでは、副委員長の選挙を行います。 

 副委員長の選挙は、指名推選の方法により、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、副委員長に井上武津男委員を指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、井上武津男委員が副委員長に当選されました。 

 井上武津男委員にこの旨、告知いたします。 

 これより議事に入ります。 

 本委員会に付託された認定第１号から認定第７号まで、平成２６年度和束町一般会

計歳入歳出決算認定について及び和束町各特別会計歳入歳出決算認定についてを一括

議題といたします。 

 提案理由については１０日の本会議で述べられましたので、副町長から、順次、議
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案についての説明を求めます。 

 なお、説明に当たっては、決算書は款のみの数字にとどめ、決算事項別明細書につ

いては特に重要なもののみとし、簡単明瞭に願います。 

 それでは、副町長から順次説明願います。 

○副町長（奥田 右君） 

 皆さん、おはようございます。 

 先に、このたび東日本豪雨によりまして大変大きな被害が出ております。被災に遭

われた方々の一日も早い復興をお祈りしたいと思います。 

 それでは、皆さんのお手元に配らせていただいております主な施策の成果の説明、

並びに監査委員さんから出していただいております決算監査意見書を朗読させていた

だきたいと思います。 

 まず初めに、主な施策の成果の説明を朗読させていただきます。 

 皆さんのお手元に差しかえのほうを配らせていただいております。それに基づきま

して朗読させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 主な施策の成果の説明書、地方自治法第２３３条第５項の規定に基づき、平成２６

年度決算に係る会計年度の各部門における主な施策の成果を説明する書類を次のとお

り提出する。 

                          平 成 ２ ７ 年 ９ 月 １ ０ 日 

                          和束町長  堀  忠雄 

 １．総括 

 昨年は、町制６０周年という節目の年を迎えました。これまでの町の歩みを顧みま

すと、下水道整備、道路改良等による生活基盤の向上、介護施設誘致等による高齢者

福祉の向上、防災行政無線整備による防災対策の強化、光通信網を活用した行政情報

配信システムの構築、基幹産業である茶業の振興などの施策を進めてまいりました。

そうした中、昭和２８年の南山城大水害、昭和６１年の災害、一昨年の台風１８号に
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よる豪雨災害、また近年の異常気象から鑑み、防災対策の強化に向け、昨年は非常時

用発電機の設置や食糧、水、毛布の備蓄品を整備し、さらなる災害に強いまちづくり

に取り組みました。また、生活道路の安全確保を図るために幅員狭小な町道山口線の

拡幅改良工事、老朽化した門前橋のかけかえ事業を含めたその他の橋梁についても長

寿命化を図るために点検や補修事業を行うことで安全対策を講じ、安心・安全のまち

づくりに取り組みました。 

 一昨年に引き続き湯船森林公園内のマウンテンバイクコースの整備を行い、新たに

造成したコースを国際認定コースとして申請しており、町内外から多くの方にご利用

いただいています。町の行政情報を配信する茶源郷行政情報配信システムについても、

動画を配信することができるようになり、新たな活用が見込まれさらなる行政サービ

スにも取り組みました。また、少子化対策として、子ども・子育て支援事業計画を策

定し、子ども子育て支援新制度の実現に向けた体制づくり、和束町奨学基金の設置、

平成２７年４月から開始のゼロ歳児保育に向けた施設の整備を進め、子育てがしやす

いまちづくりに取り組みました。 

 このような事業を進め、平成２６年度一般会計ほか６特別会計の決算は、歳入５４

億２,７６３万５,０００円、歳出５２億９,５０２万２,０００円、歳入歳出差引額１

億３,２６１万３,０００円となり、翌年度へ繰り越すべき財源３,４３３万円を控除

した実質収支額も９,８２８万３,０００円の黒字となりました。 

 しかしながら人口減少、少子高齢化の進行は、税収の伸び悩みや社会保障経費・医

療費の増加等、財政状況に大きな影響を与えています。今後、ますます人口減少、少

子高齢化の進行が見込まれる中、より一層の経費節減・財源確保に努めてまいります。

日本で最も美しい村としてみずからの町に誇りを持てるよう、かけがえない自然環境

やふるさと景観を後世に引き継ぐとともに、住民の皆様との協働による活力やにぎわ

いの創出を目指し、「ずっと暮らしたい 活力と交流の茶源郷 和束」に向けたまち

づくりに取り組んでいきます。 
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 めくっていただきまして、２．歳入の概要でございます。 

 一般会計の歳入総額の対前年度比は、７,２４７万６,０００円、２.１％の増額と

なりました。 

 歳入の内訳について前年度と比較すると、主なもののみ説明させていただきます。 

 町税で、減額の１,０４８万円の減となっております。 

 また、ちょっと飛ばしていただきまして、地方交付税につきましては普通交付税並

びに特別交付税の減額によりまして４,８５０万円の減額となっております。 

 次に、国庫支出金につきましては、災害復旧費、また土木、総務、民生等の事業の

関係で、１億７,３０４万５,０００円の増額となっております。 

 一番下ですけど、町債につきましては消防債、土木債が減ったものの、１億１,９

５０万円の減額となっております。 

 あと、歳入の構成比率につきましては、上３つだけ紹介させていただきます。 

 地方交付税につきましては４５.６％、町債につきましては１５.６％、町税につき

ましては１０.７％の構成比率となっております。 

 あと一番下ですけれども、歳入の予算総額に対する収納率ですけれども、８７ .

３％となっております。 

 次に、歳出の概要でございます。 

 一般会計の歳出の総額の対前年度比は５,９９２万１,０００円で、１.８％と同額

となりました。歳出の内訳については、前年度と比較しますと、これも主なもののみ

紹介させていただきます。 

 総務費で５,６６５万円の増となっております。 

 あと衛生費につきましては、東部広域連合の負担金とかの減額、これはじん芥処理

費の減額でございます。３,８５５万１,０００円の減額となっております。あと農林

業費につきましても、強い農業づくりの交付金等の減額によりまして、３,９４２万

円の減額となっております。 
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 あと土木費につきましては、門前並びに山口線の工事等の関係で１億３,４３９万

２,０００円の増額となっております。 

 次に、消防費につきましては、防災行政無線の整備工事費の完成に伴いまして、１

億９,７０９万３,０００円の減額となっております。 

 あと災害復旧費につきましては、１億４,１６４万８,０００円の増額となっており

ます。 

 次に歳出の構成比率でございます。 

 民生費で２０.３％、総務費で２０.３％、公債費で１７.０％、衛生費で１２.９％

となっております。 

 歳出の予算総額に対する執行率ですけれども、８４.０％となっております。 

 次に、特別会計でございます。 

 ４特別会計、６特別会計の平成２６年度の決算総額は、歳入１８億４,８３９万８,

０００円、歳出１８億４,８５４万８,０００円で、前年度と比較すると、歳入では２,

７５１万５,０００円、１.５％の増、歳出では５,１１０万９,０００円、２.８％の

増額となりました。 

 ここも、主なもののみ紹介させていただきます。 

 国民健康保険の特別会計のほうですけれども、事業勘定のほうで、実質収支で２,

４４０万１,０００円の赤となっております。単年度につきましても、２,５２３万４,

０００円の赤となっております。 

 あと簡易水道の特別会計につきましては、実質収支で１,０１６万３,０００円、ま

た単年度収支につきましても５０７万５,０００円の増となっております。 

 次に、５番目の主な施策の関係でございます。 

 “ずっと暮らしたい 活力と交流の茶源郷 和束”を目指し、平成２６年度におい

ては次の事業を行いました。 

 これも主なもの、３点ほどそれぞれ報告させていただきます。 
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 和束を担う次世代の人づくり協働プログラムでは、 

 一般会計のほうで、 

  相楽東部広域連合負担金（教育費）   １億４,１７１万７,０００円 

  保育所運営事業            ９,２５２万７,０００円 

  児童手当給付事業           ４,５１１万９,０００円 

となっております。 

 次に、住民が支えあう安心と信頼の協働プログラム、これも一般会計でございます。 

  障害者自立支援給付事業        ８,４４２万２,０００円 

  介護保険特別会計保険事業勘定繰出金  ７,８４７万６,０００円 

  後期高齢者医療事業          ７,７６９万６,０００円 

ということになっております。 

 次に、めくっていただきまして、同じ中で特別会計のほうで、 

  国民健康保険（事業勘定）事業     ７億９,３６９万７,０００円 

  介護保険（保険事業勘定）事業     ５億６,１３５万７,０００円 

となっております。 

 次に、安全で快適な暮らしを実感できる協働プログラムでは、 

 一般会計。 

  町道山口線拡幅改良事業        １億２,２３５万１,０００円 

  門前橋整備事業            ７,７３４万４,０００円 

  茶源郷行政情報配信システム整備事業  ４,１８２万１,０００円 

となっております。 

 次に、自然を守りともに暮らす協働プログラムでは、 

 これも一般会計でございます。 

  災害復旧事業費            １億８,５２２万２,０００円 

  相楽中部消防組合負担金        １億４,６９１万５,０００円 
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  下水道事業特別会計繰出金       １億２,５６０万円 

  じん芥処理費             １億２,２４３万８,０００円 

となっております。 

 その下の特別会計のほうでございます。 

  簡易水道事業             １億５,５９７万１,０００円 

  下水道事業              １億９,０６２万７,０００円 

となっております。 

 次に、和束のブランドを高める協働プログラムでは、 

 一般会計のほうで、 

  観光事業委託                １,０２６万９,０００円 

  和束町雇用促進協議会事業負担金       ７３８万円 

  湯船森林公園整備事業（バイオトイレ設置等） ６４１万円８,０００円 

が主なものとなっております。 

 次に、住民・事業者・行政がともに進める協働プログラム。 

 一般会計でございます。 

  地方債繰上償還に伴う借換事業     ２億１,７０８万円 

  減債基金積立金            １億５,３６４万５,０００円 

  財政調整基金積立金          ５,０４７万８,０００円 

となっております。 

 以上が、平成２６年度における主な施策となっております。 

 次に、めくっていただきまして、平成２６年度の各会計別の歳入歳出決算の調べで

ございます。これにつきましては、委員会で説明させていただいておりますので、省

略させていただきたいと思います。 

 続きまして、監査委員さんからいただいております決算審査意見書を朗読させてい

ただきたいと思います。ただ、今回の監査委員さんの意見書につきましては、一般会
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計並びに６特別会計、それぞれ細かく分析をしていただいております。また、基金に

ついても分析をしていただいておりますので、表につきましては省略をさせていただ

きまして、文書のみ朗読させていただきますのでよろしくお願いしたいと思います。

少し時間をいただきますけれども、ご理解のほうよろしくお願いします。 

 それでは、１ページでございます。 

平成２６年度決算審査意見書 

 地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定により、平成２６年度和

束町一般会計及び６特別会計の歳入歳出決算並びに基金の運用状況について審査した

ので、次のとおり意見を付する。 

 平成２７年８月２５日 

                      和束町監査委員  藤 木 貞 嗣 

                         同     小 西  啓 

平成２６年度決算審査意見書 

第１ 審査の期日 

   平成２７年７月２２日、２７日、８月３日、１１日、２５日（延べ５日間） 

第２ 審査の対象 

 １ 一般会計及び特別会計決算 

   平成２６年度和束町一般会計歳入歳出決算 

   平成２６年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算 

   平成２６年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

   平成２６年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

   平成２６年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算 

   平成２６年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算 

   平成２６年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

 ２ 基金の運用状況 
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   用品調達基金 

   くらしの基金貸付基金 

   高額医療費つなぎ資金貸付基金 

 ３ 審査の手続 

   この決算審査に当たっては、町長から提出された各会計歳入歳出決算書、歳入

歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調並びに基金の

運用状況について、計数に誤りはないか、財政運営は健全か、財産管理は適正か、

さらに予算の執行に当たって関係法令に従って効率的になされているか等に主眼

を置き、関係諸帳簿及び証拠書類との照合し、あわせて関係職員の説明を求め審

査を実施した。 

   また、基金についてはその設置目的に沿って適正に運用されているか、計数は

正確であるかなどを審査した。 

第４ 審査の結果 

   審査に付された一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別

明細書、実質収支に関する調べ及び財産に関する調べは法令に準拠して作成され、

かつ正確に表示されているものと認める。また各調書の計数は、歳入・歳出簿そ

の他関係諸帳簿と符合しており、各会計の決算内容及び予算の執行についても適

正に執行されていると認められた。 

 各会計及び基金の審査の結果及び意見は、次のとおりである。 

１ 一般会計 

（１）決算の状況 

 平成２６年度一般会計決算額は、下表のとおり歳入総額３５億７,９２３万７,００

０円、歳出総額３４億４,６４７万４,０００円で、前年度と比較すると歳入で２.

１％、歳出で１.８％、それぞれ増額となった。 

 歳入では、前年度と比較して町税が△１,０４８万円（△２.７％）、地方交付税が
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△４,８５０万円（△２.９％）、町債が△１億１,９５０万円（△１７.７％）それぞ

れ減少したものの、国庫支出金が１億７,３０４万５,０００円（１０４.９％）、府

支出金が３,２７２万２,０００円（１３.２％）、繰越金が３,３８６万１,０００円

（３９.２％）増加している。 

 歳出では、衛生費が前年度と比較して△３,８５５万１,０００円（△８.０％）、

農林業費が△３,９４２万円（△３０.０％）、消防費が△１億９,７０９万３,０００

円（△５１.９％）減少したものの、総務費が５,６６５万円（８.８％）、土木費が

１億３,４３９万２,０００円（７３.４％）、災害復旧費が１億４,１６４万８,００

０円（３２５.１％）増加している。 

 歳入歳出決算状況は、次のとおりである。 

 実質収支額は、９,８４３万３,０００円の黒字となり、前年度より１,３７０万４,

０００円増加している。実質公債費比率については、１４.４％と平成２２年度と比

較すると５.３ポイント低くなり安定している。 

 次、４ページをお願いします。 

 ちょっと表は飛ばさせていただいて、５ページをよろしくお願いします。 

ア 町税 

 当年度の町税の決算状況を見ると、予算現額３億８,１７７万５,０００円に対し、

調定額４億２,１５１万４,０００円、収入済額３億８,２３５万５,０００円となって

いる。 

 収入済額は、現年度分３億７,４６８万６,０００円と滞納繰越分７６６万９,００

０円とを合わせ３億８,２３５万５,０００円で、前年度決算額３億９,２８３万５,０

００円より△１,０４８万円（△２.７％）減少している。 

 町税の調定及び収入状況は、次のとおりである。 

 税目別に見ると現年課税分の個人町民税が、１億３,２０９万６,０００円で、前年

度と比較して△１,１７４万６,０００円（△８.２％）、法人町民税が１,５０９万７,
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０００円で前年度と比較して△１２万円（△０.８％）それぞれ減少。固定資産税及

び軽自動車税は若干増加している。滞納繰越分は、調定額３,８４９万２,０００円に

対し、収入済額は７６６万９,０００円で、徴収率は１９.９％となっている。前年度

と比較して、調定額が２６１万９,０００円（７.３％）、収入済額は１８８万８,０

００円（３２.７％）増加しており、徴収率は、前年度と比較して３.８ポイント好転

している。町税全体の徴収率は、前年度より０.１ポイント減少し、９０.７％となっ

ている。 

 次に６ページをお願いします。 

 町税の徴収率を府内１１町村と比較してみると、現年課税分については、少し下回

っているが、同じような徴収率となっている。滞納繰越分については、約１０ポイン

ト下回る低い徴収率となっている。府内町村並みに徴収率のアップに努める必要があ

る。 

イ その他 

 町税とともに重要な一般財源である地方交付税は、普通交付税、特別交付税を合わ

せ総額１６億３,１０３万５,０００円で、前年度と比較して△４,８５０万円（△２.

９％）の減少となっている。 

 国庫支出金は、総額３億３,７９９万９,０００円で、災害復旧費国庫負担金、総務

費国庫補助金、民生費国庫補助金、土木費国庫補助金の増加等により前年度と比較し

て１億７,３０４万５,０００円（１０４.９％）の増加となっている。 

 町債は、総額５億５,７３０万円で、臨時財政対策債が増加したものの、消防債、

土木債が減少したことにより、前年度と比較して△１億１ ,９５０万円（△１７ .

７％）減少となった。 

 次に、歳出でございます、７ページ。 

 当年度目的別歳出では、議会費と民生費は前年度並みで推移し、総務費は、茶源郷

行政情報配信システム整備事業、減債基金積立金の増加等に伴い、５,６６５万円
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（８.８％）増加、土木費が、町道童仙房線門前橋かけかえに係る工事費等の増加に

より１億３,４３９万２,０００円（７３.４％）の増加、教育費が、相楽東部広域連

合負担金７９３万６,０００円（５.９％）の増加、災害復旧費が、前年度の災害復旧

に伴う工事費の増加により１億４,１６４万８,０００円（３２５.１％）増加してい

るが、衛生費が、相楽東部広域連合負担金（じん芥処理費）の減少などにより、△３,

８５５万１,０００円（△８.０％）の減少、農林業費が、農業振興費において強い農

業づくり交付金事業補助金等の減少により、△３,９４２万円（△３０.０％）の減少、

消防費が、前年度の防災行政無線整備工事費の減少により△１億９,７０９万３,００

０円（△５１.９％）の減少、公債費が元利償還金の減少等により、△２,１４７万４,

０００円（△３.５％）の減少となっている。 

 ８ページをお願いします。 

２ 特別会計 

（１）湯船財産区特別会計 

 決算状況は次のとおりである。 

 決算額は、前年度と比較し、歳入が１５万４,０００円（２.４％）増加、歳出が△

５万円（△０.９％）減少した。特に歳入では、湯船マウンテンバイクイベント使用

料として雑入１５万円（５０.０％）の増加、歳出では、車検に係る費用が皆減した

ことによるものである。湯船財産区財政調整基金から５００万円繰り入れしたことに

より、９６万５,０００円の黒字となっているが、基金の残高は１,８０６万８,００

０円で、現状で４年以内には基金が枯渇することになるので、抜本的な改革を早期に

検討する必要がある。 

（２）国民健康保険特別会計 

 ①事業勘定の決算状況等は、次のとおりである。 

 決算額は、歳入７億６,９２９万６,０００円、歳出７億９,３６９万７,０００円で、

前年度と比較して歳入は４,０６４万６,０００円（５.６％）の増加、歳出は６万６,
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５８８円（９.１％）の増加となった。前年度において起債を発行した償還が始まり、

４００万円の返済が発生したことと、医療費の増加により２,４４０万１,０００円の

赤字となり、翌年度歳入繰上充用金として処理されているが、今後も赤字額の拡大が

予測されているので、早期に財政計画を策定し実行に移す必要がある。 

 １０ページをお願いします。 

 国民健康保険税徴収状況につきでございます。医療給付費、また後期高齢者の支援

金分、それと介護の分に分かれて表が出ております。 

 国民健康保険税収入額は、医療給付費分が１億１,４１３万２,０００円であり、前

年度と比較して△１,０９４万４,０００円（△８.７％）減少しているが、徴収率は

８０.４％で０.９ポイント好転している。後期高齢者支援金分は３,４７０万９,００

０円であり、前年度と比較して△２４５万円（△６.６％）減少しているが、徴収率

は８３.９％で０.７ポイント好転している。介護納付金分は１,３２１万３,０００円

であり、前年度と比較して△２１５万６,０００円（△１４.１％）減少し、徴収率も

７９.７％で０.９ポイント低下している。 

 府内１１市町村の平均と比較の関係でございます。 

 国民健康保険税の徴収率を府内１１町村と比較してみると、町税同様、現年課税分

については、０.６ポイント下回っている。滞納繰越分も約５ポイント下回る低い徴

収率となっているが、平成２６年度はともに上回っている。 

 国保税、療養諸費及び高額療養費の比較でございます。 

 療養給付費及び療養費については、前年度より４ ,１０３万５ ,０００円（９ .

３％）増加、また、療養給付費及び療養費と高額療養費を合わせると５億４,１４２

万１,０００円となり、前年度の４億９,０４２万３,０００円と比較して５,０９９万

８,０００円（１０.４％）増加している。 

 ②直営診療施設勘定の決算状況は、次のとおりである。 

 めくっていただきまして、前年度と比較して診療収入が５１２万８,０００円減少
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し、その補塡として一般会計から１,８４０万円繰り入れをし８８万２,０００円の黒

字となっている。診療収入の徴収率は１００％であるが、差引額は平成２４年度をピ

ークとし減少している。今後、施設の老朽化も含めた中で対応策を検討する必要があ

る。 

（３）簡易水道特別会計 

 前年度と比較すると、湯船バイパス水道管布設替工事の完了に伴い、歳入が△４,

３７７万９,０００円（△２０.９％）、歳出が△４,８８５万４,０００円（△２３.

９％）それぞれ減少した。水道使用料の徴収率は、現年度分で９８.７％、過年度分

で４.９％となった。また、簡易水道西部地区の配水管が老朽化に伴い、漏水がたび

たび発生している。対応等について早急に講じられたい。 

（４）下水道事業特別会計 

 決算状況は次のとおりである。 

 前年度と比較すると、施設の維持管理と公債費の償還金により決算額は増加してい

る。下水道分担金の徴収率は、現年度で１００％、過年度分で６.３％、下水道使用

料の徴収率は、現年度で９８.７％、過年度分で５.０％となっている。 

（５）介護保険特別会計 

 ①保険事業勘定の決算状況は、次のとおりである。 

 前年度と比較すると、介護サービス等給付費の増加により歳入が１,９３２万４,０

００円（３.５％）、歳出が２,０９６万４,０００円（３.９％）それぞれ増加した。

介護保険料の徴収率は、現年度で９８.７％、過年度分では２６.３％となっている。 

 ②介護サービス事業勘定の決算状況は、次のとおりである。 

 決算額については歳入、歳出とも前年度並みで推移しており、歳入では２８３万６,

０００円、歳出では２４６万１,０００円となっている。介護予防については年々高

齢化が進む中、発病を未然に防ぐため若齢からの予防が必要である。今後介護予防事

業を充実していくため、関係する組織や機関などが情報共有し、お互い連携を図り取
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り組むことが必要である。 

（６）後期高齢者医療特別会計 

 決算状況は次のとおりである。 

 決算額については歳入、歳出とも前年度並みで推移している。後期高齢者医療保険

料の徴収率は、現年度分で９９.０％、過年度分で１７.８％となっている。後期高齢

者医療においても年々高齢者がふえると同時に、医療費も増加してくる。平成２０年

４月より広域連合で運営しているが、高齢者が将来にわたり安心して医療が受けられ

るよう同制度の安定的な運営を期待する。 

３ 基金の運用状況 

（１）用品調達基金 

 本基金は、用品の集中購入を実施することにより、用品の取得及び管理に関する事

務を円滑かつ効率的に行うことを目的として、平成２年９月に設置されたもので、基

金総額３００万円で運用されている。なお、処分対象物品は使用不可能品であり、稟

議決裁により処分すること。 

 当年度の運用状況は以下のとおりである。 

（２）くらしの資金貸付基金 

 本基金は、「くらしの資金」の貸し付けに関する事務を、円滑かつ効率的に行うこ

とを目的として、昭和４５年１２月に設置されたもので、基金総額３７０万円で運用

されている。 

 当年度の運用状況は以下のとおりである。 

（３）高額医療費つなぎ資金貸付基金 

 本基金は、高額医療費の支払いが困難な者に対し、高額医療費の支払いに必要な資

金を貸し付けることを目的として昭和５４年７月に設置されたもので、基金総額１２

０万円で運用しているが平成１８年度より利用されていない。 

 当年度の運用状況は以下のとおりである。 
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４ 総括 

（１）決算規模 

 平成２６年度一般会計及び特別会計の決算は次のとおりである。 

（２）決算収支 

 一般会計及び６特別会計の決算における歳入歳出差引額は、１億３,２６１万３,０

００円の黒字となり、歳入歳出差引額から繰り越し事業に必要な金額を除いた実質収

支額も９,８２８万３,０００円の黒字となった。しかし、実質収支額から前年度の実

質収支額を差し引いた単年度収支額は、国民健康保険事業勘定特別会計における赤字

決算の影響で９８９万円の赤字となった。 

 決算収支の対前年度比較は次のとおりである。 

（３）予算の執行状況 

 歳入は予算現額５９億８,１０９万５,０００円に対し、決算額は５４億２,７６３

万５,０００円で、収入率は９０.７％となっている。 

 歳出は決算額５２億９,５０２万２,０００円で、執行率は８８.５％となっている。 

 会計別執行状況は次のとおりである。 

（４）財政状況（財政指標） 

 平成２６年度決算の主な財政指標は、第１表・第２表のとおりである。 

 財政構造の弾力性や健全性を示す経常収支比率は９０.６％で、前年度の８９.３％

より１.３ポイント悪化している。臨時財政対策債を含めた場合は９５.７％で、前年

度より１.１ポイント悪化している。財政力指数は０.１９９から０.２００へと若干

好転したものの依然財政の硬直化が見受けられる。 

 実質公債費比率（３カ年平均）前年度比較１.９ポイント減の１４.４％となり、平

成１８年度に策定した公債費負担適正化計画に基づき１８％以下に抑えられ安定して

いるが、年々標準財政規模が減少し、今後平成２６年度以降も過疎対策事業債等の公

債費が増大することが懸念されるため、引き続き健全財政に向けて努力されたい。ま
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た今後事業を進めていく上で過疎対策事業債を借り入れることは必要ではあるが、安

易な借り入れをすることなく発行を抑え、有効で適切な事業の採択に努められたい。 

（５）財源の確保と事業の執行 

 一般会計と特別会計の収入未済額の合計額は、第６表のとおり１億１,４６８万１,

０００円となっており、前年度と比較し減少しているものの町財政の運営及び税等の

公平性の確保にとっては極めて重大な問題である。特に町税の滞納繰越額は、３,０

０１万３,０００円、国民健康保険税では３,２５８万８,０００円と収入未済額の５

５％を占めている。 

 年々増加する滞納については、死亡及び居所不明等の理由によるものについては不

納欠損処理を実施されているが、第７表のとおり平成２６年度については不納欠損額

が２,１２１万８,０００円で、前年度と比較して１,６３７万２,０００円（３３７.

８％）増加している。これは大口滞納者による自己破産の発生や、住宅、駐車場、水

道・下水道等使用料の滞納分について弁護士との協議の結果、滞納整理を実施された

ことによるものである。滞納については、督促や訪問による催告、分割納付等に取り

組んでいただいているが、さらに士気を高め、差し押さえ等の法的措置の実施、支払

い能力があると見受けられる者については、住宅の明け渡しや給水停止処分等、町条

例に基づき適切な対応をとるなど、収入未済額の発生抑制と収納率の向上に取り組み、

平成２７年度においても一層滞納整理に努力されたい。 

 また、歳入確保の面において、使用料の見直しも検討する必要がある。物価の変動

や消費税率等が変わった時に、条例改正のタイミングを逃すとなかなか改正すること

ができない。使用料の改正については、今後の社会情勢に注視し適切に処理されたい。 

 歳出において、平成２７年度へ繰り越す事業については、一般会計において１９事

業、５億４,８８１万４,０００円とかなり増加している。地方創生に伴う事業執行時

期等やむを得ない面があるが、予算の計上に当たっては、できる限りの情報収集を行

い、効果的・効率的な行政運営に努められたい。 
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（６）基金管理等 

 基金については、実際に活用されていない基金もあり、今後条例等とあわせて整理

されたい。 

（７）おわりに 

 厳しい経済状況が続く中、町税収入の伸び悩み等、安定的な財源確保は期待できな

い状況であり、引き続き、徹底した歳出の抑制を図るとともに、経費の削減や効率的

な事業の執行に努める必要がある。 

 そして、平成２７年度中に第４次総合計画後期基本計画の策定をする中、６つの協

働プログラムに基づき交流人口と定住人口の拡大と住民と行政がともに進めるまちづ

くりを目指し、有効で透明性のある計画的な財政運営に努められるよう期待し、平成

２６年度決算意見とする。 

 １８ページにつきましては、財政構造に関する調べ、１９ページにつきましては実

質公債費比率の推移、また２０ページにつきましては財源の比較、２１ページにつき

ましては人件費など事務的経費とみなされる品目の比較、また町債の現在高の比較、

それぞれ５年ごとを示させていただいております。また、２２ページにつきましては、

会計別収入未済額の比較を、５年間の推移をあらわしております。また、２３ページ

につきましては、会計別不納決算額の比較。これも５年ごとでございます。あと２４

ページにつきましては、一般会計・特別会計歳入歳出決算額の対前年度の比較となっ

ております。 

 以上でございます。あと、この後各課長がまた説明いたしますので、よろしくお願

いいたします。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 説明の途中ですが、ただいまから午前１０時４５分まで休憩します。 

休憩（午前１０時２８分～午前１０時４５分） 

○委員長（竹内きみ代君） 
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 休憩前に引き続き、説明を続けます。 

 会計課長。 

○会計管理者兼会計課長（山本千代美君） 

 それでは、私のほうから、平成２６年度の一般会計並びに各特別会計決算について

ご説明申し上げます。 

 議案書の認定第１号をお願いいたします。 

  認定第１号 

平成２６年度和束町一般会計歳入歳出決算認定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２６年度和束町一般会計歳入歳出

決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         平成２７年９月１０日提出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の１ページ、２ページをお願いいたします。 

 平成２６年度和束町一般会計歳入歳出決算。 

 歳入です。 

 款、予算現額、調定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額の順に、朗読により説

明させていただきます。 

 １款町税、３億８,１７７万５,０００円、４億２,１５１万４,２８２円、３億８,

２３５万４,５４５円、９１４万７,０８７円、３,００１万２,６５０円。 

 ２款地方譲与税、２,６６９万３,０００円、調定額・収入済額同額です。 

 ３款利子割交付金、１０７万円、調定額・収入済額同額でございます。 

 ４款配当割交付金、３５９万７,０００円、調定額・収入済額、同額です。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、２０３万１,０００円、調定額・収入済額同額です。 

 ６款地方消費税交付金、４,９１０万円、調定額・収入済額、同額です。 

 ７款ゴルフ場利用税交付金、１,２４２万４,０００円、１,２４２万４,２３１円、



 

― 21 ― 

収入済額同額です。 

 ８款自動車取得税交付金、５６１万３,０００円、調定額・収入済額同額です。 

 ９款地方特例交付金、６０万６,０００円、調定額・収入済額同額です。 

 めくっていただきまして、１０款地方交付税、１６億１,１０３万５,０００円、１

６億３,１０３万５,０００円、収入済額同額です。 

 １２款分担金及び負担金、８,６２９万２,０００円、７,９７１万８,３２９円、７,

８２４万７,７４１円、０円、１４７万５８８円。 

 １３款使用料及び手数料、２,９９１万９,０００円、４,３３５万４,６６５円、３,

０４０万６,４１７円、５８万１,６００円、１,２３６万６,６４８円。 

 １４款国庫支出金、４億８,２６８万９,０００円、３億３,７９９万９,４８８円、

収入済額同額です。 

 １５款府支出金、４億１,８７１万１,０００円、２億８,０４２万５,４９６円、収

入済額同額です。 

 １６款財産収入、１８７万２,０００円、１８６万３,５７０円、収入済額同額です。 

 １７款寄附金、３５４万１,０００円、３５４万円、収入済額同額です。 

 めくっていただきまして、１８款繰入金、６００万円、調定額・収入済額同額です。 

 １９款繰越金、１億２,０２０万７,０００円、１億２,０２０万７,８９５円、収入

済額同額です。 

 ２０款諸収入、４,８９４万２,０００円、５,６０２万５,５１５円、４,８７２万

２,６３６円。 

 ２１款町債、８億９５０万円、５億５,７３０万円、収入済額同額です。 

 歳入合計。 

 予算現額４１億１６１万７,０００円、調定額３６億４,０１１万８,４７１円、収

入済額３５億７,９２３万７,０１９円、不納欠損額９７２万８,６８７円、収入未済

額５,１１５万２,７６５円。 
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 めくっていただきまして、歳出です。 

 歳出も、款、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不用額の順に、朗読により説明

させていただきます。 

 １款議会費、５,４６５万５,０００円、５,４０３万５,１５５円、０円、６１万９,

８４５円。 

 ２款総務費、７億９,０４３万５,０００円、７億１５４万１,５１１円、７,５７１

万９,０００円、１,３１７万４,４８９円。 

 ３款民生費、７億１,４４７万９,０００円、７億１１１万２,９０６円、６１０万

９,０００円、７２５万７,０９４円。 

 ４款衛生費、４億６,４６４万円、４億４,５９０万８９６円、０円、１,８７３万

９,１０４円。 

 ５款農林業費、１億７,９８９万７,０００円、９,２１７万５４９円、８,４０５万

６,０００円、３６７万４５１円。 

 ６款商工費、５,５７６万１,０００円、４,０１２万４,７３６円、１,３９３万３,

０００円、１７０万３,２６４円。 

 ７款土木費、６億８,６１４万１,０００円、３億１,７３６万６,９２０円、３億４,

７２０万３,０００円、２,１５７万１,０８０円。 

 めくっていただきまして、８款消防費、１億８,３９９万９,０００円、１億８,２

５１万１,７０２円、０円、１４８万７,２９８円。 

 ９款教育費、１億５,１７８万９,０００円、１億４,１７１万７,０００円、０円、

１億７万２,０００円。 

 １０款災害復旧費、２億３,２４２万５,０００円、１億８,５２２万２,７８３円、

２,１７９万４,０００円、２,５４０万８,２１７円。 

 １１款公債費、５億８,６７５万１,０００円、５億８,４７６万４,７８１円、０円、

１９８万６,２１９円。 
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 １２款諸支出金、５,０００円、４,７８１円、０円、２１９円。 

 １３款予備費、６４万円、０円、０円、６４万円。 

 歳出合計。 

 予算現額４１億１６１万７,０００円、支出済額３４億４,６４７万３,７２０円、

翌年度繰越額５億４,８８１万４,０００円、不用額１億６３２万９,２８０円。 

 歳入歳出差引残額１億３,２７６万３,２９９円。 

 平成２７年９月１０日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第２号をご説明申し上げます。 

 議案書のほうをお願いいたします。 

  認定第２号 

      平成２６年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算認定 

      について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２６年度和束町湯船財産区特別会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         平成２７年９月１０日提出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の１１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 平成２６年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算です。 

 特別会計につきましても、一般会計と同様にご説明申し上げます。 

 歳入です。 

 １款財産収入、３万７,０００円、１５万８,９１９円、収入済額同額です。 

 ３款繰入金、６４１万２,０００円、５００万円、収入済額同額です。 

 ４款繰越金、５０万円、７６万７４６円、収入済額同額です。 

 ５款諸収入、４３万１,０００円、６７万８００円、収入済額同額です。 

 歳入合計。 
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 予算現額７３８万円、調定額６５９万４６５円、収入済額６５９万４６５円、不納

欠損額０円、収入未済額０円。 

 めくっていただきまして、歳出です。 

 １款管理会費、８７万２,０００円、５６万７,０００円、０円、３０万５,０００

円。 

 ２款総務費、６３０万８,０００円、５０５万８,３４３円、０円、１２４万９,６

５７円。 

 ４款予備費、２０万円、０円、０円、２０万円。 

 歳出合計。 

 予算現額７３８万円、支出済額５６２万５,３４３円、翌年度繰越額０円、不用額

１７５万４,６５７円。 

 歳入歳出差引残額９６万５,１２２円。 

 平成２７年９月１０日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第３号をご説明申し上げます。 

 議案書のほうをお願いいたします。 

  認定第３号 

      平成２６年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認 

      定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２６年度和束町国民健康保険特別

会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         平成２７年９月１０日提出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の１５ページ、１６ページをお願いいたします。 

 平成２６年度和束町国民健康保険特別会計（事業勘定）の歳入歳出決算です。 

 歳入です。 
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 １款国民健康保険税、１億７,８８６万２,０００円、１億９,９９７万６,３８４円、

１億６,２０５万４,５９０円、５３３万７,８４９円、３,２５８万３,９４５円。 

 ２款使用料及び手数料、１１万２,０００円、１２万５,６２７円、収入済額同額で

す。 

 ３款国庫支出金、１億６,９２８万８,０００円、１億６,９２９万８５円、収入済

額同額です。 

 ４款療養給付費交付金、４,３７９万２,０００円、４,３７９万２,５４７円、収入

済額同額です。 

 ５款前期高齢者交付金、２億１,１１４万７,０００円、２億１,１１４万７,３９３

円、収入済額同額です。 

 ６款府支出金、５,９６６万８,０００円、５,９６６万８,８４５円、収入済額同額

です。 

 ７款共同事業交付金、７,７８６万９,０００円、６,９７６万７,６５４円、収入済

額同額です。 

 ８款財産収入、２,０００円、１４３円、収入済額同額です。 

 ９款繰入金、４,９４２万７,０００円、調定額・収入済額同額です。 

 １０款繰越金、８３万２,０００円、８３万２,５４０円、収入済額同額です。 

 １１款諸収入、３１９万円、３１９万４,００２円、３１８万９,８３０円、０円、

４,１７２円です。 

 めくっていただきまして、歳入合計。 

 予算現額７億９,４１８万９,０００円、調定額８億７２２万２,２２０円、収入済

額７億６,９２９万６,２５４円、不納欠損額５３３万７,８４９円、収入未済額３,２

５８万８,１１７円。 

 続きまして、歳出です。 

 １款総務費、３５８万８,０００円、３４１万４,７００円、０円、１７万３,３０
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０円。 

 ２款保険給付費、５億４,６３５万４,０００円、５億４,６１８万１,１２６円、０

円、１７万２,８７４円。 

 ３款後期高齢者支援金等、９,５４３万７,０００円、９,５４３万４,１５０円、０

円、２,８５０円。 

 ４款前期高齢者給付金等、８万円、７万４,５７２円、０円、５,４２８円。 

 ５款老人保健拠出金、４,０００円、３,６６５円、０円、３３５円。 

 ６款介護納付金、４,３３２万７,０００円、４,３３１万８,３４６円、０円、８,

６５４円。 

 ７款共同事業拠出金、７,３９６万円、７,３９４万１１４円、０円、１万９,８８

６円。 

 ８款保健施設費、８７５万８,０００円、８６５万４,６１３円、０円、１０万３,

３８７円。 

 めくっていただきまして、９款公債費、４００万円、４００万円、０円、０円。 

 １０款諸支出金、１,８６８万円、１,８６７万５,７５８円、０円、４,２４２円。 

 １２款繰上充用金、１,０００円、０円、０円、１,０００円。 

 歳出合計。 

 予算現額７億９,４１８万９,０００円、支出済額７億９,３６９万７,０４４円、翌

年度繰越額０円、不用額４９万１,９５６円。 

 歳入歳出差引残額△２,４４０万７９０円。 

 歳入歳出差引歳入不足額２,４４０万７９０円。 

 このため、翌年歳入繰上充用金２,４４０万７９０円。 

 平成２７年９月１０日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 めくっていただきまして、平成２６年度和束町国民健康保険特別会計（直営診療施

設勘定）歳入歳出決算です。 
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 歳入です。 

 １款診療収入、５,５８４万８,０００円、調定額・収入済額同額です。 

 ２款使用料及び手数料、３１万６,０００円、３１万５,５４０円、収入済額同額で

す。 

 ５款繰越金、２９４万１,０００円、２９４万１,５４４円、収入済額同額です。 

 ６款繰入金、１,８４０万円、調定額・収入済額同額です。 

 ７款財産収入、１,０００円、３６円、収入済額同額です。 

 ８款諸収入、６１６万４,０００円、６１６万２,４８０円、収入済額同額です。 

 歳入合計。 

 予算現額８,３６７万円、調定額８,４５１万６,１８１円、収入済額は同額です。

不納欠損額０円、収入未済額０円です。 

 めくっていただきまして、歳出です。 

 １款総務費、５,６４８万９,０００円、５,６４５万９,３２３円、０円、２万９,

６７７円。 

 ２款医業費、２,７１８万１,０００円、２,７１７万５,２２８円、０円、５,７７

２円。 

 歳出合計。 

 予算現額８,３６７万円、支出済額８,３６３万４,５５１円、翌年度繰越額０円、

不用額３万５,４４９円。 

 歳入歳出差引残額８８万１,６３０円。 

 平成２７年９月１０日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第４号をご説明申し上げます。 

 議案書のほうをお願いいたします。 

  認定第４号 

      平成２６年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認 
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      定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２６年度和束町簡易水道事業特別

会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         平成２７年９月１０日提出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の２７ページ、２８ページをお願いいたします。 

 平成２６年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算です。 

 歳入です。 

 １款使用料及び手数料、８,１７８万９,０００円、１億１３０万９,６２４円、８,

４２０万３,０８３円、３５０万３,７２８円、１,３６０万２,８１３円。 

 ２款分担金及び負担金、２,６２９万４,０００円、１,３５５万２,３２３円、１,

３４８万４,４７３円、５万２,８５０円、１万５,０００円。 

 ５款繰入金、５,４００万６,０００円、調定額・収入済額同額です。 

 ６款繰越金、３４１万９,０００円、５０８万７,７７９円、収入済額同額です。 

 ７款諸収入、９０７万４,０００円、１,５２０万６,７３０円、９２９万９,００２

円、０円、５９０万７,７２８円。 

 歳入合計。 

 １億７,４５８万２,０００円、１億８,９１６万２,４５６円、１億６,６０８万３,

３７円、３５５万６,５７８円、１,９５２万５,５４１円。 

 めくっていただきまして、歳出です。 

 １款総務費、５,６９７万８,０００円、５,２０３万７１２円、０円、４９４万７,

２８８円。 

 ２款施設費、２,５５７万円、１,２３４万２,５２０円、１,３２１万９,０００円、

８,４８０円。 

 ３款公債費、９,１５３万４,０００円、９,１５３万３,３５５円、０円、６４５円。 
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 ４款予備費、４８万９,０００円、０円、０円、４８万９,０００円。 

 ５款諸支出金、１万１,０００円、１万７０９円、０円、２９１円。 

 歳出合計。 

 １億７,４５８万２,０００円、１億５,５９１万７,２９６円、１,３２１万９,００

０円、５４４万５,７０４円。 

 歳入歳出差引残額１,０１６万３,０４１円。 

 平成２７年９月１０日提出 京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第５号をご説明申し上げます。 

 議案書のほうをお願いいたします。 

  認定第５号 

      平成２６年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

      について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２６年度和束町下水道事業特別会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         平成２７年９月１０日提出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の３１ページ、３２ページをお願いいたします。 

 平成２６年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算です。 

 歳入です。 

 １款分担金及び負担金、９５万１,０００円、３６７万９,８３５円、１１２万３,

３３５円、１６８万３,０００円、８７万３,５００円。 

 ２款使用料及び手数料、２,８２２万３,０００円、３,３４６万９,７８２円、２,

８２９万３,５４３円、２３万９,５９４円、４９３万６,６４５円。 

 ５款繰入金、１億２,５６０万円、調定額・収入済額同額です。 

 ６款繰越金、３６０万円、３６２万４,４９０円、収入済額同額です。 
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 ７款諸収入、６,０００円、５,０００円、収入済額同額です。 

 ８款町債、３,５６０万円、調定額・収入済額同額です。 

 歳入合計。 

 １億９,３９８万円、２億１９７万９,１０７円、１億９,４２４万６,３６８円、１

９２万２,５９４円、５,８０１万１４５円。 

 めくっていただきまして、歳出です。 

 １款総務費、１,９４４万３,０００円、１,８２１万１,０３１円、０円、１２３万

１,９６９円。 

 ２款管理費、３,６２３万３,０００円、３,４４７万８,６０６円、０円、１７５万

４,３９４円。 

 ４款公債費、１億３,７９８万９,０００円、１億３,７９３万７,７２７円、０円、

５万１,２７３円。 

 ５款予備費、３１万５,０００円、０円、０円、３１万５,０００円。 

 歳出合計。 

 １億９,３９８万円、１億９,０６２万７,３６４円、０円、不用額３３５万２,６３

６円。 

 歳入歳出差引残額３６１万９,００４円。 

 平成２７年９月１０日提出 京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第６号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第６号 

      平成２６年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に 

      ついて 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２６年度和束町介護保険特別会計

歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 
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                         平成２７年９月１０日提出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の３５ページ、３６ページをお願いいたします。 

 平成２６年度和束町介護保険特別会計（保険勘定）歳入歳出決算です。 

 歳入です。 

 １款保険料、１億３４５万１,０００円、１億１,０３３万８,４７４円、１億４７

０万５,４３１円、６７万２,４５５円、４９６万５８８円。 

 ３款国庫支出金、１億３,７４３万５,０００円、１億３,７４３万６,３６９円、収

入済額同額です。 

 ４款支払基金交付金、１億５,３００万７,０００円、調定額・収入済額同額です。 

 ５款府支出金、８,５７４万２,０００円、８,５７４万２,３９２円、収入済額同額

です。 

 ６款財産収入、１,０００円、５７０円、収入済額同額です。 

 ７款繰入金、７,８４７万７,０００円、７,８４７万６,２４５円、収入済額同額で

す。 

 ８款諸収入、１,０００円、３３万５,０３２円、収入済額同額です。 

 ９款繰越金、９４８万６,０００円、９４８万６,５０２円、収入済額同額です。 

 めくっていただきまして、歳入合計。 

 予算現額５億６,７６０万円、調定額５億７,４８２万２,５８４円、収入済額５億

６,９１８万９,５４１円、不納欠損額６７万２,４５５円、収入未済額４９６万５８

８円。 

 めくっていただきまして、歳出です。 

 １款総務費、９７２万２,０００円、９３２万１４円、０円、４０万１,９８６円。 

 ２款保険給付費、５億３,７８０万円、５億３,２４１万９,３８６円、０円、５３

８万６１４円。 
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 ４款地域支援事業費、１,２８２万６,０００円、１,２５４万９,３１０円、０円、

２７万６,６９０円。 

 ５款基金積立金、１,０００円、５７０円、０円、４３０円。 

 ６款公債費、１００万円、１００万円、０円、０円。 

 ７款諸支出金、６０９万５,０００円、６０５万４,７３１円、０円、４万２６９円。 

 ８款予備費、１５万６,０００円、０円、０円、１５万６,０００円。 

 めくっていただきまして、歳出合計。 

 予算現額５億６,７６０万円、支出済額５億６,１３４万４,０１１円、翌年度繰越

額０円、不用額６２５万５,９８９円、歳入歳出差引残額７８４万５,５３０円。 

 平成２７年９月１０日提出 京都府和束町長 堀忠雄。 

 めくっていただきまして、平成２６年度和束町介護保険特別会計（サービス事業勘

定）歳入歳出決算です。 

 歳入です。 

 １款サービス収入、２２１万３,０００円、２３９万１,４２０円。収入済額同額で

す。 

 ２款繰入金、２０万９,０００円、調定額、収入済額同額です。 

 ３款繰越金２３万５,０００円、２３万５,４４７円、収入済額同額です。 

 ４款諸収入０円、８３円、収入済額同額です。 

 歳入合計。 

 予算現額２６５万７,０００円、調定額２８３万５,９５０円、収入済額２８３万５,

９５０円、不納欠損額０円、収入未済額０円です。 

 めくっていただきまして、歳出です。 

 １款総務費、２０９万１,０００円、２０４万４９３円、０円、５万５０７円。 

 ２款事業費、４４万７,０００円、４２万２８２円、０円、２万６,７１８円。 

 ３款予備費、１１万９,０００円、０円、０円、１１万９,０００円。 
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 歳出合計。 

 予算現額２６５万７,０００円、支出済額２４６万７７５円、翌年度繰越額０円、

不用額１９万６,２２５円、歳入歳出差引残額３７万５,１７５円。 

 平成２７年９月１０日提出 京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第７号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第７号 

      平成２６年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

      認定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２６年度和束町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         平成２７年９月１０日提出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の４７ページ、４８ページをお願いいたします。 

 平成２６年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算です。 

 歳入です。 

 １款保険料、３,０８０万円、３,１６６万４,６８６円、３,１０２万１,５８９円、

０円、６４万３,０９７円。 

 ３款繰入金、２,２３２万８,０００円、２,２３２万７,６６９円、収入済額同額で

す。 

 ４款繰越金、４７万４,０００円、４７万４,７１８円、収入済額同額です。 

 ５款諸収入、１８１万８,０００円、１８１万８,４５８円、収入済額同額です。 

 歳入合計。 

 予算現額５,５４２万円、調定額５,６２８万５,５３１円、収入済額５,５６４万２,

４３４円、不納欠損額０円、収入未済額６４万３,０９７円。 
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 めくっていただきまして、歳出です。 

 １款総務費、５８万２,０００円、５３万６,４０４円、０円、４万５,５９６円。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、５,０８８万７,０００円、５,０８８万６,１

９１円、０円、８０９円。 

 ３款保険事業費、３８３万９,０００円、３７６万８,３０３円、０円、７万６９７

円。 

 ４款諸支出金、５万４,０００円、５万８４３円、０円、３,１５７円。 

 ５款予備費、５万８,０００円、０円、０円、５万８,０００円。 

 歳出合計。 

 予算現額５,５４２万円、支出済額５,５２４万１,７４１円、翌年度繰越額０円、

不用額１７万８,２５９円、歳入歳出差引残額４０万６９３円。 

 平成２７年９月１０日提出 京都府和束町長 堀忠雄。 

 以上で、決算書の説明を終わらせていただきます。 

 なお、事項別明細書については、各担当課長から説明させていただきます。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 説明の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩します。 

休憩（午前１１時２８分～午後１時３０分） 

○委員長（竹内きみ代君） 

 休憩前に引き続き、説明を続けます。 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 それでは、私からは、認定第１号、平成２６年度和束町一般会計歳入歳出決算認定、

認定第２号、平成２６年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算認定につきまして、

事項別明細書によりましてご説明申し上げます。 
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 説明に当たりましては、主なもののみとさせていただきますので、よろしくお願い

申し上げます。 

 事項別明細書の１ページ、２ページでございます。 

 平成２６年度和束町一般会計歳入歳出決算事項別明細書でございます。 

 まず、歳入でございます。 

 １款町税、１項町民税、１目個人で、収入済額が１億３,４８１万７,８０３円、不

納欠損額が７２７万６,４６７円、収入未済額が７２１万４,３５２円です。 

 主なものが１節の現年課税分で、１億３,２０９万５,７２７円の収入でございます。

そのうち均等割が６２２万９,８５０円、所得割が１億２,５８６万５,８７７円でご

ざいます。 

 収入未済額が２１１万１,１７３円となっております。 

 同款、同項、２目の法人でございます。収入済額が１,５２３万８,３５６円、不納

欠損額０円、収入未済額が２５９万５,８４４円でございます。 

 主なものが１節現年課税分でございまして、１,５０９万７,２００円です。そのう

ち均等割が９７３万３,０００円、法人税割が５３６万４,２００円となっております。 

 収入未済額３７万２,０００円となっております。 

 １款町税、２項固定資産税、１目固定資産税で、収入済額が１億９,５９３万２,７

４４円、不納欠損額が１７２万２,０９３円、収入未済額が１,９０７万３,９４４円

でございます。 

 主なものが１節現年課税分でございます。収入済額が１億９,１４１万４,９８８円、

そのうち土地が５,５０３万１,８００円、家屋が７,８５４万６,２００円、償却資産

が５,７８３万６,９８８円となっております。 

 収入未済額が５４７万４,４１２円でございます。 

 １款町税、３項軽自動車税、１目軽自動車税で１,５８７万６,９００円の収入済額

です。１４万８,５２７円の不納欠損額でございまして、１１２万８,５１０円が収入
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未済額となっております。 

 主なものが１節現年課税分でございまして、収入済額が１,５５８万８,８００円、

収入未済額が３７万９,３００円となっております。 

 １款町税、４項市町村たばこ税、１目市町村たばこ税で２,０４８万８,７４２円の

収入でございます。１節の現年課税分でございます。 

 ２款地方譲与税、２項自動車重量譲与税、１目自動車重量譲与税で１,８０７万１,

０００円の収入でございます。 

 ２款地方譲与税、４項地方揮発油譲与税、１目地方揮発油譲与税で７９９万２,０

００円でございます。 

 ６款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、５ページ、６ページでございます。

１目地方消費税交付金で４,９１０万円でございます。 

 ７款ゴルフ場利用税交付金、１項ゴルフ場利用税交付金、１目ゴルフ場利用税交付

金で１,２４２万４,２３１円でございます。 

 ８款自動車取得税交付金、１項自動車取得税交付金、１目自動車取得税交付金で５

６１万３,０００円でございます。 

 １０款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税で１６億３,１０３万５,００

０円でございます。そのうち、普通交付税が１４億４,７０３万５,０００円、特別交

付税が１,８４０万円となっております。 

 次のページでございます。 

 １２款分担金及び負担金、２項負担金、１目総務費負担金で６,０８６万８,９０７

円でございます。 

 １節総務管理費負担金でございまして、相楽東部広域連合職員人件費負担金で５,

３３３万５,５３３円、京都地方税機構派遣職員人件費負担金で７５３万３,３７４円

となっております。 

 同款、同項、２目民生費負担金で１,５４７万６,０００円の収入でございます。収
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入未済額が１４７万５８８円となっております。 

 主なものにつきましては、２節児童福祉費負担金で保育料が１,３３３万９,３００

円。 

 ９ページ、１０ページでございます。 

 学童保育所保育料で２０９万６,５００円となっております。 

 次のページでございます。 

 １３款使用料及び手数料、１項使用料、５目土木使用料で１,０４５万９,０２７円

の収入済額、不納欠損額が５８万１,６００円、収入未済額が１,２３６万６,６４８

円でございます。 

 主なものが、２節の住宅使用料でございます。収入済額が７９８万５,８７７円、

不納欠損額が５８万１,６００円、収入未済額が１,２３６万６,６４８円となってお

ります。収入済の主なものが、町営住宅使用料で７０３万４,１５２円となっており

ます。 

 次のページ、１３ページ、１４ページでございます。 

 １３款使用料及び手数料、２項手数料、３目衛生手数料で１,１０３万２,６８０円

でございます。 

 主なものは、２節清掃手数料で１,１１６万７,５３０円。 

 これにつきましては、し尿券売捌き手数料となっております。 

 次のページでございます。１５ページ、１６ページでございます。 

 １４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金で７,８６１万５,１５

８円の収入でございます。 

 １節社会福祉費負担金で４,７９１万５,８２７円、そのうち障害者自立支援給付費

負担金が４,３６４万円となっております。それと、５４節児童手当国庫負担金で３,

０６９万９,３３１円となっております。 

 同款、同項、３目の災害復旧費国庫負担金で、５,６８１万４,０００円でございま
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す。これにつきましては、１節の公共土木施設災害復旧費負担金でございます。 

 道路橋りょう災害分で３,８３６万４,０００円、河川災害分で１,８４５万円とな

っております。 

 １４款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金で１,６００万９,００

０円となっております。 

 １節の総務管理費補助金でございまして、過疎集落と自立再生対策事業交付金関係

が７５０万円、次のページでございます。 

 社会保障税番号法制度システム整備準備金で４７９万円、地域活性化地域住民生活

等交付金関係で３７１万９,０００円となっております。 

 同款、同項２目の民生費国庫補助金で２,９１３万３,０００円でございます。 

 １節社会福祉補助金で１,４１７万８,０００円の収入でございます。そのうち、臨

時福祉給付金給付事業補助が１,１７１万円となっております。 

 それと、２節の児童福祉費補助金で１,４９５万５,０００円の収入でございまして、

そのうち、子育て世帯特例給付金事業費補助金で３０１万円、保育緊急確保事業費補

助金で３５６万３,０００円、地域活性化・地域住民生活等交付金、子育て対策で６

１０万９,０００円となっております。 

 次のページ、２１ページ、２２ページでございます。 

 同款、同項４目の土木費国庫補助金で１億１,９８１万１,４２５円の収入でござい

ます。 

 ２節の住宅費補助金で１,５１９万８,５６０円、これ社会資本整備総合交付金でご

ざいます。 

 ３節道路橋りょう費補助金で１億４６１万２,８６５円でございます。 

 そのうち、橋りょう長寿命化修繕計画補助で１,００６万２,０００円、社会資本総

合整備交付金で道路分で８,７５５万２,８６５円でございます。 

 あと、がんばる地域交付金関係で６９９万８,０００円となっております。 
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 次のページでございます。 

 同款、同項、７目の農林漁費国庫補助金で、６５１万６,０００円でございます。 

 ２節林業費国庫補助金でございまして、過疎集落等自立再生対策交付金のマウンテ

ンバイク関係で４２６万６,０００円、地域活性化・地域住民生活交付金、有害鳥獣

対策で２２５万円となっております。 

 ６款同項８目商工費国庫補助金で、１,７０４万３,０００円でございます。 

 １節商工費補助金でございまして、過疎集落等自立再生対策事業交付金で、交流空

間整備費で４５０万円、次のページでございます。 

 同じく、過疎集落等自立再生対策事業交付金のトレッキングコースで１００万円で

す。 

 あと地域住民生活総合緊急支援交付金のプレミアム商品券が６０２万３,０００円、

同じ交付金で縁側カフェが３１２万円、同じく観光産業の分につきましては２４０万

円となっております。 

 次のページ、２７ページ、２８ページでございます。 

 １５款府支出金、１項府負担金、１目民生費府負担金で６,３２８万１,９３５円の

収入でございます。 

 １節社会福祉負担金で４,３２７万４,１０３円の収入でございます。そのうち、国

保基盤安定負担金で２,１６２万３,３５９円、障害者自立支援給付費負担金で２,１

００万１,２２０円となっております。 

 ３節老人福祉負担金で１,２８８万２,５０１円でございます。これにつきましては、

後期高齢者医療保険基盤安定負担金拠出金となっております。 

 それと１７節児童手当負担金で７１２万５,３３１円となっています。 

 １５款府支出金、２項府補助金、１目総務費府補助金で１,１７５万４,０００円で

ございます。 

 １節総務管理費補助金で１,０９６万４,０００円でございます。２９、３０ページ
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に内訳が書いてございます。未来づくり交付金関係で５８３万５,０００円、行財政

改革支援と特別交付金関係で５００万１００円ということになっております。 

 ３１ページ、３２ページでございます。 

 同款、同項、２目民生費府補助金で４,７２３万８,４８０円でございます。 

 １節の社会福祉費補助金で３,３８１万４,４８０円でございます。そのうち、老人

医療給付費につきまして１,０１３万３,５３６円、次のページでございます。 

 福祉医療給付の関係で４７３万９,０００円、これ障害者の医療給付費でございま

す。あと隣保館運営等事業費補助金で７８０万６,０００円を支出しております。 

 次のページ、３５ページ、３６ページでございます。 

 ２節の児童福祉費補助金で１,３４２万４,０００円となっております。 

 主なものが福祉医療の給付、母子・乳児合わせて３３０万１,０００円となってお

ります。 

 それと、次のページでございます。 

 府の保育緊急確保事業費補助金で３５３万１,０００円の収入となっております。 

 同款、同項、３目衛生費府補助金で７９３万６,１７４円の収入でございます。１

節の保健衛生費補助金で７８８万１,５８７円の収入でございます。 

 主なものが、ここらに掲げてあるとおりでございまして、４０ページ等でございま

す。市町村の未来づくり交付金関係で１８９万８,０００円、府の行財政改革支援と

特別交付金関係で４３７万１,０００円となっております。 

 ４１ページ、４２ページでございます。 

 同款、同項、４目の農林漁費府補助金で２,６２２万５,１２９円の収入でございま

す。 

 １節の農業費補助金で２,０５５万８７９円の収入でございます。そのうち、農業

委員会等の補助が３００万１,９００円、中山間地域等直接支払交付金事業補助金で

４２１万６,４３４円。 
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 次のページでございます。 

 共同製茶等省力化推進事業補助金で３７６万３,０００円、青年就農給付金で５２

５万円ということとなっております。それと、２節の林業費補助金で５６７万４,２

５０円の収入でございます。そのうち、スポーツ観光整地づくり事業費補助金、これ

につきましては、湯船森林公園のバイオトイレ分でございます。３００万円を収入し

ております。 

 同款、同項、５目商工費府補助金で１,２４７万４,７３５円でございます。 

 これにつきましては、１節商工費補助金でございまして、そのうち、緊急雇用創出

事業補助金、観光事業委託料で１,０２６万９,７３５円となっております。 

 次、４７ページ、４８ページでございます。 

 同款、同項、６目の土木費府補助金で９０５万６,１００円の収入でございます。 

 主なものが２節の道路橋りょう費補助金で６５４万５,０００円でございます。こ

れにつきましては、京都府の行財政改革支援と特別交付金でございます。 

 次のページでございます。 

 同款、同項、８目の消防費府補助金で６８７万４,０００円でございます。 

 １節消防費補助金でございまして、市町村の未来づくり交付金関係で５６７万５,

０００円となっております。 

 同款、同項、９目災害復旧費府補助金で７,５１６万２,３６７円の収入でございま

す。 

 １節農林業施設災害復旧費補助金でございます。 

 農業費施設災害復旧費補助金で３,５０９万６,１２０円、農地災害復旧費補助金で

２,０１１万６,８０３円となっております。 

 それと、林業用の施設災害復旧費補助金で１,５０８万８,０００円となっておりま

す。 

 １５款府支出金、３項委託金、１目総務費委託金で１,８１２万７,０２８円の収入
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でございます。 

 主なものが３節選挙費委託金で１,２０７万９,９５１円となっております。府知事

選挙で３７８万８,５４８円、府議会議員選挙で１９９万１,４５０円、衆議院議員選

挙で６２９万９,９４９円となっております。 

 ちょっと飛ばせていただきまして、５９ページまで飛ばせていただきます。 

 １８款繰入金、２項基金繰入金、５３目すこやかエンジェル基金繰入金で６００万

円でございます。 

 １９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金で１億２,０２０万７,８９５円でございま

す。純繰越金が８,４７２万８,８９５円、事業繰越金が３,５４７万９,０００円とな

っております。 

 次のページ、６１ページ、６２ページでございます。 

 ２０款諸収入、４項雑入、１目雑入でございます。４,３８９万４,６１５円でござ

います。 

 主なものが２節雑入でございまして、４,１２２万２,８２５円の収入でございます。

そのうち主なものがごみ袋代として３５７万７,５００円、市町村振興協会の市町村

との交付金が４７４万３,８５７円。 

 次のページでございます。 

 広域連合負担金、医療給付費分ということで、後高齢の広域連合です。１,０３４

万２,１９３円となっております。 

 それと、次のページでございます。雇用促進協議会の返還金が７３１万６,０８０

円、和束町観光振興協議会の返還金が３６３万８,００４円となっております。 

 次のページ、６７ページ、６８ページでございます。 

 ２１款町債、１項町債、１目総務債で６,０１０万円でございます。そのうち、過

疎対策事業債の路線バス維持管理分で２,２５０万円、同じく過疎で茶源郷行政情報

配信システム整備事業で３,７６０万円となっております。 
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 同款、同項、４目土木債で１億９,８６０万円でございます。 

 次のページでございます。 

 １節道路橋りょう債で１億９,０７０万円でございます。そのうち過疎対策事業債

の門前橋整備事業で２,９７０万円、町道整備事業の借換債で７,３４０万円、過疎対

策事業の道路拡幅改良事業で８,２３０万円となっております。 

 ３節住宅債でございます。７９０万円でございます。公営住宅の建設事業債でござ

います。 

 同款、同項、６目消防債で６００万円でございます。 

 過疎対策事業の消防防災設備の整備事業でございます。 

 同款、同項、７目災害復旧債でございます。３,０８０万円でございます。 

 主なものが２節公共土木施設災害復旧債で３,０５０万円となっております。道路

災害復旧事業債で２,０７０万円、次のページ、河川災害復旧事業債で９８０万円と

なっております。 

 同款、同項、８目臨時財政対策債で２億５,２２０万円でございます。 

 臨時財政対策債で１億８６０万円、同じく臨時財政対策債の借換債で１億４,３６

０万円となっております。 

 同款、同項、１１目の衛生債でございます。６６０万円でございます。これにつき

ましては、過疎対策事業債でクリーンセンター改修工事分でございます。 

 歳入合計でございます。 

 調定額が３６億４,０１１万８,４７１円、収入済額が３５億７,９２３万７,０１９

円、不納欠損額が９７２万８,６８７円、収入未済額が５,１１５万２,７６５円でご

ざいます。 

 以上が歳入でございます。 

 続きまして、歳出に移らせていただきます。 

 １款議会費、１項議会費、１目議会費で５,４０３万５,１５５円の支出でございま
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す。 

 主なものは、議員報酬と人件費でございます。 

 次のページでございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費で３億２,０６７万４,４８０円の支

出でございます。 

 主なものにつきましては、人件費と、次のページでございます。１１節需用費で１,

１４４万８,２５９円でございます。そのうち光熱水費が６９０万４,１０３円となっ

ております。 

 それと、１３節委託料で３,９１１万５,４４９円の支出でございます。これにつき

まして、主なものは、和束町の例規集の編さん委託料で９１２万６,０００円、電算

ネットワークの保守委託料で６３２万８,８００円、電算システムサポート委託料で

５３９万９,０９５円となっております。 

 それと、次のページでございます。社会保障税番号制度システム改修委託料で５３

９万５,０００円となっております。 

 それと、１９節負担金補助及び交付金で１,８９６万８,３４５円の支出でございま

す。主なものは次のページでございまして、相楽東部広域連合負担金で１,６１８万

７,０００円を支出しております。 

 同款、同項、２目企画費で１,４５３万１,８２５円の支出でございます。そのうち、

主なものは、１３節委託料で４２２万１,６００円、そのうち、第４次総合計画の後

期基本計画の策定委託料で２４３万円を支出しております。 

 それと、次のページでございます。１９節負担金補助及び交付金で７８４万５,６

８１円を支出しております。地域力推進協議会への負担金が４２２万７,６８１円、

茶源郷まつりの補助金が２５０万円となっております。 

 同款、同項、３目文書広報費で４,７６６万１７０円の支出でございます。 

 主なものは人件費と１３節委託料で４,１４７万２,８３４円を支出しております。
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そのうち茶源郷行政情報配信システム整備事業委託料、２次版のアプリでございます

けれども、その分として３,９９７万４,２２６円を支出しております。 

 次のページでございます。 

 ８７、８８ページでございます。 

 同款、同項、４目活性化対策費で２,０８５万２,５７９円の支出でございます。 

 主なものは、１１節需用費で５２１万８,２６１円でございます。１３節委託料で

１,５４７万９,６２４円の支出でございます。そのうち、和束運動公園の美化事業委

託料が４００万円、山の上リニューアル設計委託料が３９９万６,０００円、次のペ

ージでございます。自転車振興計画の策定事業委託料で４５０万円を支出しておりま

す。 

 同款、同項、７目財産管理費でございます。２億７９２万１,６１７円の支出でご

ざいます。 

 これにつきましては、次のページでございまして、２５節積立金で２億４１２万４ ,

５２９円の支出でございます。そのうち、財政調整基金積立金が５,０４７万８,９２

１円、減債基金積立金で１億５,３６４万５,６０８円の支出となっております。 

 次のページでございます。 

 同款、同項、１２目の交通対策費で２,５０８万５,００２円の支出でございます。 

 主なものにつきましては、次のページでございまして、１９節負担金補助及び交付

金で２,２５５万５,７７２円でございます。 

 これにつきましては、路線バス運行維持補助金でございます。 

 ２款総務費、１項徴税費、１目の税務総務費で３,２３９万１３８円の支出でござ

います。 

 主なものにつきましては、人件費と次のページでございます、１９節負担金補助予

備交付金で５７５万２,４１４円でございます。そのうち、京都地方税機構負担金が

５６３万４,３９４円となっております。 
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 同款、同項、２目の賦課徴収費で７００万４５９円の支出でございます。 

 主なものが、１３節委託料で２６６万１,９７５円の支出となっております。批准

割合の更新業務委託料で２１８万７,０００円を支出しております。 

 次のページでございます。 

 ２款総務費、３項戸籍住民登録費、１目戸籍住民登録費で６１２万５,８７３円の

支出でございます。 

 主なものは、人件費でございます。 

 次のページでございます。 

 ２款総務費、４項選挙費、４目衆議院議員総選挙費で６３０万１,１４９円を支出

しております。衆議院議員選挙の執行経費でございます。 

 ちょっと飛ばせていただきまして、選挙に係る経費でございます。１０９ページを

お願い申し上げます。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費で２億５,２０７万３,１３５円

の支出でございます。 

 主なものは、人件費とちょっと飛ばせていただきまして、１１４ページでございま

す。１９節負担金補助及び交付金で３,０７８万９,６３５円を支出しております。そ

のうち社協の職員設置補助金で１,４３２万円。 

 次のページでございます。 

 臨時福祉給付金で１,１７１万円を支出しております。 

 それと、２０節扶助費で１億６８１万６,３４１円を支出しております。障害者の

福祉医療で９１８万６,７９５円、重度心身障害老人健康管理事業で５３４万４３２

円、それと障害者自立支援給付費で８,４００万７,７３５円となっております。 

 それと、２８節繰出金で４,９４２万７,０００円でございます。これは国保基盤安

定等繰出金でございます。 

 同款、同項、２目国民年金事務費で９８４万７,２６０円を支出しております。 
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 主なものは、人件費でございます。 

 次のページでございます。 

 同款、同項、３目老人福祉費で１億９,０２２万６,４８０円を支出しております。 

 これにつきましては、次のページ、１９節負担金補助及び交付金で６,６０１万９,

９６８円を支出しております。そのうち後期高齢者療養給付費負担金で６,０５１万

９,９５２円となっております。 

 それと、２０節扶助費で１,５５０万１,４４０円の支出でございます。老人医療で

ございます。 

 ２８節繰出金で１億１０１万２,９１４円でございます。そのうち、介護保険事業

勘定繰出金が７,８４７万６,２４５円、後期高齢者医療特別会計への繰出金で２,２

３２万７,６６９円となっております。 

 次のページでございます。 

 同款、同項、６目人権ふれあいセンター費で２,３８７万９,８２１円を支出してお

ります。 

 主なものにつきましては、人件費でございます。 

 飛ばさせていただきまして、１２６ページまでよろしくお願いします。 

 同款、同項、１２目居宅支援費で１,５７４万５,９６４円を支出しております。こ

れにつきましては、和束町居宅介護支援事業所に係る人件費でございます。 

 次のページでございます。１２７、１２８ページでございます。 

 ３款民生費、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費で７,９１２万６,６８６円の支

出となっております。 

 主なものは、人件費と次のページでございます。１３節委託料で１,０００万８,６

９３円を支出しております。そのうち通園バス関係の業務委託料で５５３万６,０８

０円、子ども・子育て支援事業計画策定委託料で２４５万１,６００円、広域入所者

の委託料で１４５万３,６５０円となっております。 
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 それと、１９節負担金補助及び交付金で３６８万４,７９７円を支出しております。 

 主なものは、臨時福祉給付金で３０１万円を支出しております。 

 次のページでございます。 

 同款、同項、３目の保育所費で９,２５２万７,０４７円の支出でございます。 

 主なものは人件費と１１節の需用費で１,３６４万６,０５０円を支出しておるとこ

ろでございます。 

 次のページでございます。 

 内訳として挙げておりますけど、賄い材料費として８００万５,３８０円を支出し

ているというところです。 

 １３５ページ、１３６ページをよろしくお願い申し上げます。 

 同款、同項、４目いきいきこども館費で７９４万４,０９７円の支出でございます。 

 主なものは、指導員の賃金ということで５９９万７,２４１円となっております。 

 次のページでございます。 

 同款、同項、５目放課後児童対策費で７０２万３,８２９円の支出でございます。 

 主なものが、７節賃金で６０９万３,１９７円でございます。 

 指導員の賃金でございます。 

 同款、同項、６目子育て支援事業費で１,５６４万２,３１６円の支出でございます。 

 主なものは、子育て支援センターに係る人件費でございます。 

 次のページでございます。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費で６,１７１万７,６８１円の支

出でございます。 

 主なものにつきましては、人件費と１９節負担金補助及び交付金で３,４３１万９,

０００円。そのうち山城病院組合への負担金が３,２９３万２,０００円となっており

ます。 

 それと次のページ、２８節繰出金でございます。１,８４０万円、これは国保直診
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勘定の繰出金でございます。 

 同款、同項、２目予防費で１,６４９万３,０３８円の支出でございます。 

 主なものが、１３節委託料で１,４６１万６７８円を支出しております。がん検診

等の検診委託料で６４３万５,８０１円、予防接種等の委託料で８１６万８,５７９円

となっております。 

 次のページでございます。 

 同款、同項、４目環境衛生費で１億８,２６３万４,９９８円の支出でございます。 

 主なものは、次のページでございます。 

 ２８節繰出金で１億７,９６０万６,０００円を繰り出しております。下水道事業特

別会計繰出金で１億２,５６０万円、簡易水道事業特別会計繰出金で５,４００万６,

０００円の繰り出しとなっております。 

 同款、同項、５目共同浴場費で１,５４４万８,５６４円でございます。 

 主なものは、７節賃金で４４６万４,８４３円、１１節需用費で１,０３５万１,８

４１円となっております。燃料費で３２５万４,４１８円、光熱水費で３４１万８,１

９６円、修繕費で３２６万６,７９２円となっております。 

 ４款衛生費、２項清掃費、１目じん芥処理費で１億１,４５６万７,４８９円を支出

しております。 

 主なものが、次のページの１９節負担金補助及び交付金で１億１,３５５万円を相

楽東部広域連合負担金として支出しております。 

 同款、同項、２目し尿処理費で５,２２４万９,９３４円を支出しております。 

 主なものが、１９節負担金補助及び交付金で５,２１１万８,６０５円を支出してお

ります。そのうち郡の広域事務組合の分担金が３,９３３万７４５円、同じく、広域

事務組合し尿券分で１,１２０万３,０６０円を支出しております。 

 次のページ、１４９、１５０ページでございます。 

 ５款農林業費、１項農業費、２目農業総務費で３,５９２万５,０９８円でございま
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す。 

 主なものは、人件費でございます。 

 次のページでございます。 

 同款、同項、３目農業振興費で１,３７７万６,８３８円の支出でございます。 

 主なものが次のページで、１９節負担金補助及び交付金で１,２１７万５,４８０円

を支出しております。そのうち中山間地域等直接支払補助金が５５０万１,９１４円、

青年就農給付事業負担金で５２５万円となっております。 

 同款、同項、４目茶業振興費で１,００５万５,２１１円の支出でございます。 

 主なものが、次のページでございまして、１９節負担金補助及び交付金で９６７万

２,０００円でございます。そのうち出品者推進委員会の補助金が２００万円、地域

ブランド育成支援事業補助金が１５０万円、茶園環境改善事業補助金で１８５万６,

０００円、共同製茶等省力化推進事業補助金で４１３万８,０００円となっておりま

す。 

 次のページでございます。 

 ５款農林業費、２項林業費、１目林業総務費で６４６万１,１３９円の支出でござ

います。 

 主なものは人件費でございます。 

 同款、同項、２目林業振興費で１,８９１万７,７９２円を支出しております。 

 主なものが次のページの１３節委託料で１,０８８万１,０３０円を支出しておりま

す。そのうち湯船森林公園島の管理委託料１０５万８,４００円、松くい虫防除が１

６２万３,０９０円、湯船森林公園の使用料の徴収事務が１２７万８,１００円、あと

マウンテンバイクコースの調査作図監修委託料が３２４万円が主なものとなっており

ます。 

 それと次のページでございます。 

 １８節の備品購入費で５９４万円でございます。 
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 これにつきましては、湯船森林公園内のバイオトイレの購入費でございます。 

 ６款商工費、１項商工費、１目商工振興費で１,４０１万７,４００円の支出でござ

います。そのうち、１９節負担金補助及び交付金が１,３９５万５,０００円の支出で

ございます。 

 郡の広域事務組合の分担金が１３７万８,０００円、商工会の助成金が５００万円、

和束町雇用促進協議会事業負担金が７３８万円となっております。 

 同款、同項、２目観光費で２,６１０万７,３３６円の支出でございます。 

 主なものが、１３節委託料で１,２９３万６,４７９円の支出でございます。観光事

業委託料として１,０２６万９,７３５円、観光パンフレットの作成委託料で２６０万

円を支出しております。 

 それと次のページ、１９節負担金補助及び交付金で１,２００万８０９円を支出し

ております。文化遺産を生かした観光振興地域活性化事業補助金で３６４万円、過疎

集落等自立再生対策事業補助金の交流空間整備で４５０万円、過疎集落等自立再生対

策事業費補助金のトレッキングコース分で１００万円、里の人づくり事業補助金で１

５０万円となっております。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費で４,４２５万１,４８７円を支出し

ております。 

 主なものにつきましては、人件費でございます。 

 ちょっと飛ばせていただきます。 

 １６７ページをよろしくお願いします。 

 ７款土木費、２項道路橋りょう費、２目道路維持費で１,５７０万５,１１２円を支

出しております。 

 主なものが、１３節委託料で２３０万７,２００円、１５節工事請負費で８９９万

２,０８０円、原材料費で２８３万５３９円の支出となっております。 

 同款、同項、３目道路施設改良費で２億２,１７１万４,９４１円の支出でございま



 

― 52 ― 

す。そのうち、１３節委託料で２,９６１万２,５２０円を支出しております。 

 委託料の主なものが次のページでございまして、不動産鑑定の建物調査委託料で３

３４万６,９２０円、橋りょう補修設計業務委託料で１,２７０万６,２００円、門前

橋上部工の積算業務委託料で３１４万１,７２０円、舗装維持管理計画策定等の委託

料で６９５万７,３６０円でございます。 

 それと１５節工事請負費で、１億５,２９０万１,７６０円の支出をしております。 

 ７款土木費、５項住宅費、１目住宅管理費で１,１５２万６,８９７円を支出してお

ります。 

 主なものは人件費と、次のページでございます。１１節需用費で３７３万５,６５

３円、主なものが修繕費で３２３万９,２９７円を支出しております。 

 同款、同項、２目住宅建替事業費で２,３５９万３,９５２円を支出しております。 

 主なものが次のページの１５節工事請負費で、１,７９２万８,０００円を町営住宅

の建替工事費として支出しております。 

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費で１億４,６９２万５,０００円でござい

ます。 

 １９節負担金補助及び交付金で、１億４,６９１万５,０００円を相楽中部消防組合

負担金として支出しております。 

 同款、同項、２目非常備消防費で１,９５８万８９８円を支出しております。 

 主なものが、次のページでございまして、１９節負担金補助及び交付金で８２１万

７,８８７円を支出しております。消防団員の公務災害補償等共済掛金で５８３万９,

２８７円、消防団の運営経費補助金で２２２万７,０００円を支出しております。 

 同款、同項、５目災害対策費でございます。１,５９６万５,３７１円の支出でござ

います。 

 主なものにつきましても、次のページでございます。 

 １１節の需用費で２９９万９,７８６円、１３節委託料で８６２万３,８００円、こ
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れにつきましては地域防災計画の見直し業務委託料で６０２万６,４００円、防災行

政無線の保守委託料で２５９万７,４００円となっております。それと１８節備品購

入費で１５３万１４４円となっています。災害対策用の発電機が１５１万７,４００

円となっております。 

 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費で１億４,１７１万７,０００円で

ございます。 

 相楽東部広域連合の負担金でございます。 

 １０款災害復旧費、１項農林業施設災害復旧費、１目農業用施設災害復旧費で４,

１７６万６７４円の支出となっております。 

 主なものが次のページの１５節工事請負費で４,１３７万４,８００円を支出してお

ります。 

 同款、同項、２目農地災害復旧費で２,７３３万５,１７５円、このうち、１５節の

工事請負費で２,６４８万５２０円を支出しております。 

 同款、同項、３目の林業用施設災害復旧費で２,２０５万４,６８０円、１５節工事

請負費として２,１４０万６,６８０円を支出しております。 

 １０款災害復旧費、２項の公共土木施設災害復旧費、１目の道路橋りょう施設災害

復旧費で６,３４８万５,７４７円を支出しております。そのうち、１５節の工事請負

費で６,１６８万８,５２０円を支出しております。 

 同款、同項、２目河川災害復旧費で３,０５８万６,５０７円を支出しております。

主なものは次のページの１５節の工事請負費で２,９６８万３,８００円でございます。 

 １１款の公債費、１項の公債費、１目の元金で５億４,５６３万２,０５０円の支出

でございまして、これにつきましては、町債の償還元金が３億２,８５５万２,０５０

円、繰り上げ償還元金が２億１,７０８万円となっております。 

 同款、同項、２目の利子でございますけれども、３,９１３万２,７３１円の支出で

ございます。 
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 町債の償還利子が３,８９１万２,５９５円、一時借入金の利子が２２万１３６円と

なっております。 

 歳出合計でございます。 

 支出済額が３４億４,６４７万３,７２０円でございます。翌年度へ繰り越ししてお

る額が５億４,８８１万４,０００円、不用額が１億６３２万９,２８０円となってお

ります。 

 １８３ページでございます。実質収支に関する調書でございます。 

 １．の歳入総額が３５億７,９２３万７,０１９円、２．の歳出総額が３４億４,６

４７万３,７２０円、３．の歳入歳出差引額が１億３,２７６万３,２９９円、４．の

翌年度へ繰り越すべき財源の２．の繰越明許費繰越額が３,４３３万円となっており

ます。５．の実質収支額が９,８４３万３,２９９円となっております。 

 １８４ページ以降に財産に関する調をつけさせていただいておりますので、また、

お目通しいただきたいと思います。 

 続きまして、認定第２号の和束町の湯船財産区特別会計の歳入歳出決算をご説明申

し上げます。 

 １９２ページ、１９３ページをよろしくお願いします。 

 まず、歳入でございます。 

 ３款の繰入金、１項の基金繰入金、１目の財政調整基金繰入金で５００万円の歳入

となっております。 

 ４款繰越金、１項繰越金、１目の繰越金で７６万７４６円でございます。純繰越金

でございます。 

 次のページでございます。 

 歳入合計。 

 調定額が６５９万４６５円、収入済額が６５９万４６５円、不納欠損額、収入未済

額はございません。 
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 続きまして、歳出でございます。 

 １９６ページ、１９７ページをよろしくお願い申し上げます。 

 ２款の総務費、１項の総務管理費、１目の一般管理費で４８４万６,８８８円の支

出でございます。人件費が主なものでございます。 

 次のページをお願いします。歳出合計でございます。 

 支出済額が５６２万５,３４３円、翌年度繰越額が０円、不用額が１７５万４,６５

７円となっております。 

 ２００ページが実質収支に関する調書となっておりまして、１．の歳入総額が６５

９万４６５円、２．の歳出総額が５６２万５,３４３円、３．の歳入歳出差引額が９

６万５,１２２円、４．の翌年度へ繰り越すべき財源はございません。５．の実質収

支額が９６万５,１２２円となっております。 

 ２０１ページ以降に財産に関する調をつけておりますので、またお目通しいただき

たいと思います。 

 以上、認定第１号と認定第２号の説明でございます。よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 説明の途中ですが、ただいまから午後２時４５分まで休憩いたします。 

休憩（午後２時３８分～午後２時４５分） 

○委員長（竹内きみ代君） 

 休憩前に引き続き説明を続けます。 

 税住民課長。 

○税住民課長（中嶋 修君） 

 それでは、引き続きまして、認定第３号、平成２６年度和束町国民健康保険特別会

計（事業勘定）歳入歳出決算についてご説明いたします。 

 ２０７ページの歳入をよろしくお願いします。 

 １款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、収



 

― 56 ― 

入済額が１億４,９５６万５,３８７円で、不納欠損額が５３１万８,６４９円です。 

 収入未済額につきましては、３,１９１万１,３４８円で、内訳といたしましては、

１節の医療給付費分の現年度課税分９,９２０万２,９０４円と、同じく２節の後期高

齢者支援金分現年度の課税分３,０４９万２,１８４円、３節の介護納付金分現年課税

分１,０５０万１,３２１円と、４節医療給付費分滞納繰越分の６８５万２,３９９円、

５節、後期高齢者支援金分の滞納繰越分１７４万５４３円、それと６節の介護納付金

分の滞納繰越分７７万６,０３６円でございます。 

 同款、同項、２目の退職被保険者等国民健康保険税、収入済額が１,２４８万９,０

２０３円、不納欠損額が１万９,２００円、収入未済額が６７万２,５９７円でござい

ます。主な収入といたしましては、１節の医療給付費分の現年度課税分で７６２万９ ,

３９０円。 

 次のページです。 

 ２節の後期高齢者支援金分の現年課税分２３５万７,０６８円と、３節の介護納付

金分の現年課税分１８３万８,７２６円でございます。 

 続きまして、３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目療養給付費等負担金でござい

ます。収入済額１億１,４６２万４,２４０円。 

 内容といたしましては、療養給付費分が７,２０１万７,４６０円と、介護納付金負

担金が１,３８６万１,８７１円。 

 それと、次のページです。後期高齢者医療費の支援金負担金が２,８７４万４,９０

９円でございます。 

 同款、同項、２目の高額医療費共同事業の負担金、４５４万３,８４５円。 

 同款、同項、４目特定健康診査等負担金、１０６万４,０００円。 

 それと、同款、２項国庫補助金の１目の財政調整交付金ですけども、４,９０５万

８,０００円となっております。 

 続きまして、４款療養給付費の交付金、１項療養給付費交付金、１目の療養給付費
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交付金４,３７２万９,５４７円。これにつきましては、現年度分の交付金４,０６０

万５,０００円と過年度分の交付金３１８万７,５４７円でございます。 

 次のページをお願いします。 

 ５款の前期高齢者交付金でございます。１目の前期高齢者交付金、収入済額が２億

１,１１４万７,３９３円。これにつきましては、前期高齢者交付金の現年度分でござ

います。 

 ６款府支出金、１項の府負担金、１目の高額医療費共同事業負担金、現年度分でご

ざいますけども、４５４万３,８４５円と、２目の特定健康診査等負担金１０６万４,

０００円でございます。 

 続いて、同款、２項の府補助金、２目の財政調整交付金５,４０６万１,０００円、

これにつきましては、財政調整交付金でございます。 

 ７款共同事業交付金、１項共同事業交付金、１目の共同事業交付金１,７０４万５,

０５５円。内容といたしましては、高額医療費の共同事業拠出金でございます。 

 同款、同項の３目保険財政共同安定化事業交付金５,２７２万２,５９９円、これに

つきましては、保険財政共同安定化事業の交付金でございます。 

 次のページをお願いします。 

 ９款繰入金、１項一般会計繰入金、１目の保険基盤安定繰入金３,２７７万２,２４

９円。 

 同款、同項の３目、助産費等繰入金１６８万円。 

 同款、同項、４目の財政安定化支援事業の繰入金１,０１１万８６８円。その他会

計繰入金として、事務費等繰入金４８６万３,８８３円でございます。 

 次のページをお願いします。 

 １１款の諸収入として、収入済額が３１８万９,８３０円でございます。主なもの

といたしましては、４項雑入の２目返納金２７１万８,１５５円でございます。 

 以上、歳入合計、調定額８億７,２２２万２,２２０円、収入済額７億６,９２９万
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６,２５４円、不納欠損額が５３３万７,８４９円、収入未済額が３,２５８万８,１１

７円となっております。 

 続きまして、２１９ページの歳出をお願いします。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費２００万４,５７０円、主な支出の

内容といたしましては、１２節役務費の共同の電算処理手数料として６６万７,０６

６円。 

 同じく、１３節委託料の１１８万８,０００円でございます。これにつきましては、

パソコンの保守料と電算システムの改修委託料となっております。 

 同款、同項の２目、連合会負担金１０２万６,８０５円。国保連合会の負担金でご

ざいます。 

 次のページをお願いします。 

 ２款保険給付費、１項の療養諸費、１目の一般被保険者療養給付費の負担金でござ

います。４億５,０２５万９,１７５円。 

 同じく、２目退職者被保険者等の療養給付費２,７０６万７,８７３円。同じく３目

の一般被保険者療養費負担金３８３万４,７８２円。４目の退職者被保険者等療養費

の負担金が２８万９,５６４円、５目の審査手数料でございますが、１１３万９,７４

４円でございます。 

 次のページをお願いします。 

 同じく、２款の２項高額療養費でございます。支出済額が６,００１万１,５５４円

で、１目の一般被保険者高額療養費の負担金が５,４８４万３５９円、それと、２目

の退職被保険者等高額療養費の負担金が５１７万１,１９５円でございます。 

 一番下の同款、６項、出産育児諸費でございます。 

 次のページの１目、出産育児一時金でございます。２５２万円。 

 続いて３款の後期高齢者支援金等、１項の後期高齢者支援金等、１目の後期高齢者

支援金９,５４２万７,３７６円でございます。 
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 続きまして、次のページをお願いします。 

 ６款介護納付金、１項、１目の介護納付金４,３３１万８,３４６円。 

 ７款共同事業拠出金、１項の１目、高額医療費共同事業医療費拠出金１,８１７万

５,３８３円。 

 次のページをお願いします。 

 同款、同項の５目、保険財政共同安定化事業の拠出金５,５７６万１,３５８円。 

 ８款の保健施設費、１項保健施設費の１目疾病予防費でございます。５０７万５,

３８７円。主なものといたしましては、１３節の委託料、人間ドック検査委託料３１

７万９,３０４円と、特定健康診査の委託料７０万６,０００円でございます。 

 ８款、２項、特定健康診査等事業費、１目の特定健康診査等事業費３５７万９,２

２６円。これにつきましては、１３節の委託料、特定健康診査委託料の３３０万９,

０７６円となっております。 

 次のページをお願いします。 

 ９款公債費、１項公債費、１目の元金４００万円でございます。これにつきまして

は、償還金でございます。 

 １０款諸支出金、１項の償還金及び還付加算金、２目の償還金１,１１８万５,３５

８円でございます。 

 次のページをお願いします。 

 以上、歳出合計ですけども、支出済額７億９,３６９万７,０４４円、翌年度の繰越

額は０円、不用額が４９万１,９５６円となっております。 

 ２３５ページをお願いします。 

 実質収支に関する調書。 

 １．歳入総額７億６,９２９万６,２５４円、２．歳出総額７億９,３６９万７,０４

４円、３．歳入歳出差引額、マイナスの２,４４０万７９０円、４．の翌年度へ繰り

越すべき財源はありません。５．実質収支額、マイナスの２,４４０万７９０円とな
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っております。 

 次のページにつきましては、財産に関する調となっております。後ほどごらんいた

だきたいと思います。 

 なお、国民健康保険特別会計の直診勘定につきましては、事務長より説明させてい

ただきます。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 診療所事務長。 

○診療所事務長（久保順一君） 

 続きまして、私のほうからは、平成２６年度和束町国民健康保険特別会計の直診勘

定の歳入歳出決算につきまして、主なもののみ説明させていただきます。 

 ２３８、２３９ページでございます。 

 歳入。 

 １款診療収入、２項の外来収入としまして５,６６９万６,５８１円。そのうち１目

の国民健康保険診療収入としまして、１節の現年度分として１,４９３万４,９４６円

ということでございます。 

 そして、４目の一部負担金収入としまして、現年度分としまして７９９万９,３１

５円ということです。 

 ７目の後期高齢者医療保険診療報酬収入としまして、１節の現年度分としまして２ ,

５７５万５,３６０円ということでございます。 

 ５款繰越金、めくっていただきまして、１項繰越金、１目の繰越金としまして、１

節の前年度繰越金２９４万１,５４４円、純繰越金でございます。 

 ６款の繰入金、１項一般会計繰入金、１目の一般会計繰入金としまして１,８４０

万円ということです。一般会計繰入金でございます。 

 ８款の諸収入、２項の受託収入、１目の検診等受託収入でございます。これにつき

ましては、５９６万３,７６２円ということで、検診等受託収入でございます。 
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 歳入合計。 

 調定額が８,４５１万６,１８１円、収入済額が同額の８,４５１万６,１８１円とい

うことで、不納欠損が０円、収入未済額が０円となっております。 

 めくっていただきまして、歳出のほうで、２４２、２４３ページでございます。 

 １款総務費、１項施設管理費、１目の一般管理費としまして５,６３０万８,６７１

円。主なものとしましては、人件費等と１１節の需用費１９９万４,８７７円。 

 そして、めくっていただきまして、１３節の委託料１９３万６,３１４円となって

おります。 

 めくっていただきまして、２４６、２４７ページでございます。 

 ２款の医業費、１項医業費、３目の医薬品衛生材料費としまして、１１節の需用費

２,２４０万５,６６１円。医薬材料費となっております。 

 歳出合計でございます。 

 支出済額８,３６３万４,５５１円、翌年度繰越額０円、不用額が３万５,４４９円

となっております。 

 ２４８ページでございます。 

 実質収支に関する調書。 

 １．歳入総額８,４５１万６,１８１円、２．歳出総額８,３６３万４,５５１円、３．

歳入歳出差引額が８８万１,６３０円、４．翌年度へ繰り越すべき財源が０円、５．

実質収支額が８８万１,６３０円となっております。 

 ２４９ページから２５０ページにつきましては、財産に関する調が載せてあります

ので、後ほどお目通しのほど、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（東本繁和君） 
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 続きまして、私からは、認定第４号、平成２６年度和束町簡易水道事業特別会計歳

入歳出決算認定について、事項別明細書で主なものをご説明いたします。 

 ２５５ページをお開きください。 

 １款使用料及び手数料、１項使用料、１目水道使用料、収入済額が８,４１４万３,

０６３円。不納欠損額が３５０万３,７２８円。収入未済額が１,３６０万２,８１３

円でございます。 

 １節で、現年度分が８,３３２万６,５７３円、過年度分が８１万６,４９０円でご

ざいます。 

 次に、２項、２目給水装置工事業者指定手数料でございますが、１万５,０００円

でございます。 

 次に、２款分担金及び負担金、１項分担金、１目施設費分担金、収入済額１,３４

８万４,４７３円。 

 １節の施設費分担金、現年度分で１,３４７万２,４７３円でございます。 

 １枚めくっていただきまして、５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰

入金、５,４００万６,０００円。１節の一般会計繰入金でございます。 

 ６款繰越金、１項繰越金、１目繰越金５０８万７,７７９円、１節前年度繰越金で

ございます。 

 ７款諸収入、２項雑入、１目雑入９２９万８,０８１円、１節雑入で９２９万８,０

８１円でございます。 

 １枚めくっていただきまして、歳入合計でございます。 

 調定額１億８,９１６万２,４５６円、収入済額１億６,６０８万３３７円、不納欠

損額３５５万６,５７８円、収入未済額１,９５２万５,５４１円でございます。 

 次のページをお開きください。 

 歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費５,２０３万７１２円。 
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 これにつきましては、１１節の需用費２,５２６万９,４３４円、光熱水費、修繕費、

医薬材料費でございます。 

 それと、１２節役務費２２３万６,４６８円、通信運搬費でございます。 

 次、めくっていただきまして、１３節で５０８万５,９１２円。これにつきまして

は、水質検査委託料で１２３万１,２００円。水道メーターの交換業務委託料で９９

万３,６００円でございます。 

 そして、２７節、公課費３７１万２００円。消費税で３７０万３,６００円でござ

います。 

 次に、２款施設費、１枚めくっていただきまして、１項施設費、１目施設費１,２

３４万２,５２０円。主なものが、１３節の委託料で７６５万１,８００円、１５節の

工事請負費４６９万７２０円です。 

 ３款公債費、１項公債費、１目元金で６,７９２万１,５２１円。２３節の償還金利

子及び割引料でございます。 

 次に、２目２,３６１万１,８３４円。２３節の償還金利子及び割引料でございます。 

 歳出合計ですが、支出済額１億５,５９１万７,２９６円、翌年度繰越額が１,３２

１万９,０００円、不用額が５４４万５,７０４円でございます。 

 次に、めくっていただきまして、２６７ページでございます。 

 実質収支に関する調書。 

 １．歳入総額１億６,６０８万３３７円、２．歳出総額１億５,５９１万７,２９６

円、３．歳入歳出差引額１,０１６万３,０４１円、４．翌年度へ繰り越すべき財源は

ございません。５．実質収支額１,０１６万３,０４１円でございます。 

 次に、めくっていただきまして、２６８ページからは財産に関する調でございます。

以降につきましては、後ほどお目通しおきください。 

 次に、２７２ページをお開きください。 

 認定第５号、平成２６年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、
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事項別明細で主なものをご説明いたします。 

 歳入でございます。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目下水道使用料で２,８２０万７,５８３円。 

 １節下水道使用料現年度分で２,７９５万２,８２９円でございます。 

 １枚めくっていただきまして、５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰

入金、１億２,５６０万円でございます。１節の一般会計繰入金でございます。 

 ６款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、３６２万４,４９０円、１節の前年度繰越

金でございます。 

 めくっていただきまして、８款町債、１項町債、１目下水道事業債３,５６０万円、

１節特定環境保全公共下水道事業債でございます。 

 歳入合計。 

 調定額が２億１９７万９,１０７円、収入済額が１億９,４２４万６,３６８円、不

納欠損額が１９２万２,５９４円、収入未済額が５８１万１４５円でございます。 

 めくっていただきまして、２７８ページ、歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費１,８２１万１,０３１円。主に人件

費でございます。 

 １枚めくっていただきまして、２款管理費、１項施設管理費、１目処理場管理費で

２,９６５万４,４５０円。１１節で需用費９２７万１,３９９円。１３節で委託料、

２,０１０万５７９円でございます。 

 次に、２目管渠管理費４８２万４,１５６円、１１節で３４９万１,４８９円、光熱

水費、それから修繕費でございます。 

 めくっていただきまして、２８２ページでございます。 

 ４款公債費、１項公債費、１目元金、９,８９９万３,１３０円。２３節の償還金利

子及び割引料でございます。 

 次に、２目利子３,８９４万４,５９７円。２３節の償還金利子及び割引料でござい
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ます。 

 歳出合計。 

 支出済額が１億９,０６２万７,３６４円。翌年度繰越額は０円。不用額が３３５万

２,６３６円でございます。 

 めくっていただきまして、２８４ページです。 

 実質収支に関する調書。 

 １．歳入総額１億９,４２４万６,３６８円、２．歳出総額１億９,０６２万７,３６

４円、３．歳入歳出差引額３６１万９,００４円、４．翌年度へ繰り越すべき財源は

０円でございます。５．実質収支額３６１万９,００４円でございます。 

 めくっていただきまして、財産に関する調以降につきましては、後ほどお目通しお

きください。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（岡田博之君） 

 続きまして、私のほうからは、認定第６号、平成２６年度和束町介護保険特別会計

歳入歳出決算認定について、事項別明細書に基づき説明させていただきます。 

 事項別明細書、２８９ページ、２９０ページをごらんいただきたいと思います。 

 平成２６年度和束町介護保険特別会計保険事業勘定歳入歳出決算事項別明細書。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料。収入済額が１億４７０

万５,４３１円でございます。主なものとしましては、１節現年度分特別徴収保険料

で９,６９１万４６３円、２節現年度分普通徴収保険料６２８万５,８５１円、３節滞

納繰越分普通徴収保険料収入済額が１５０万９,１１７円でございます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、９,４３２万４,５８４
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円。主なものとしましては、現年度分介護給付費負担金９,４３２万４,５８４円でご

ざいます。 

 同款、２項国庫補助金、１目調整交付金、収入済額が３,８１４万３,０００円でご

ざいます。主なものとしましては、現年度分調整交付金３,８１４万３,０００円でご

ざいます。 

 同款、同項、２目地域支援事業交付金介護予防事業分でございます。収入済額が１

３２万４,７５０円でございます。 

 同じく、同款、同項、３目地域支援事業交付金、包括的支援事業任意事業、収入済

額が３５６万８,０３５円。主なものとしましては、現年度分の地域支援事業交付金

３５６万８,０３５円でございます。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金１億５,１４７

万１,０００円。主なものとしましては、現年度分の介護給付費交付金１億５,１４７

万１,０００円でございます。 

 同款、同項、２目地域支援事業支援交付金、収入済額が１５３万６,０００円でご

ざいます。主なものとしましては、１節現年度分地域支援事業支援交付金１５３万６ ,

０００円でございます。 

 続きまして、５款府支出金、１項府負担金、１目介護給付費負担金８,３２９万６,

０００円。主なものとしましては、１節現年度分の介護給付費負担金８,３２９万６,

０００円でございます。 

 １枚めくっていただきまして、同款、２項府補助金、２目地域支援事業交付金包括

的事業任意事業、収入済額が１７８万４,０１７円。主なものとしましては、１節現

年度分、地域支援事業交付金１７８万４,０１７円でございます。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金６,６５５万２,４２３円、

１節の介護給付費繰入金６,６５５万２,４２３円でございます。 

 １枚めくっていただきまして、同款、同項、３目地域支援事業繰入金１６２万９０
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１円が収入済額でございます。主なものといたしましては、地域支援事業繰入金包括

的支援事業任意事業１６２万９０１円でございます。 

 同款、同項、４目その他一般会計繰入金、収入済額が９８０万円でございます。１

節の事務費と繰入金で９８０万円でございます。 

 めくっていただきまして、９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、収入済額が９４

８万６,５０２円でございます。これにつきましては、前年度分の純繰越金９４８万

６,５０２円でございます。 

 歳入合計。 

 調定額５億７,４８２万２,５８４円、収入済額５億６,９１８万９,５４１円、不納

欠損額６７万２,４５５円、収入未済額４９６万５８８円でございます。 

 続きまして、１枚めくっていただきまして、２９９ページ、３００ページをごらん

いただきたいと思います。 

 歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、支出済額が５５２万８,０９０円

でございます。主なものとしましては、１３節委託料。第７次高齢者保健福祉計画及

び第６期介護保険事業計画に係ります事業計画策定委託料でございます。支出済額が

３９９万６,０００円でございます。 

 続きまして、同款、３項介護認定審査会、１目認定調査等費でございます。支出額

が１９２万１,１０４円。主なものとしましては、１２節の役務費１４０万１,２９２

円。介護認定に係る主治医意見書の手数料が１２９万２４０円でございます。 

 同款、同項、２目認定審査会委託負担金、支出済額１６７万１,９４８円。これに

つきましても、１９節負担金補助及び交付金介護認定審査会に係る負担金として１６

７万１,９４８円支出させていただきました。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費でござい

ます。支出済額が１億７,４１２万４,９０４円。これにつきましては、１９節の負担
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金補助及び交付金で、居宅介護サービスに係ります負担金でございます。 

 同じく、同款、同項、５目施設介護サービス給付費２億６,００８万２,６６７円。

これにつきましては、１９節負担金補助及び交付金、老健特養施設等に係ります介護

サービス給付費で２億６,００８万２,６６７円支出させていただきました。 

 めくっていただきまして、同款、同項、９目居宅介護サービス計画給付費１,７２

２万８,０３６円支出させていただいております。 

 主なものとしましては、１９節負担金補助及び交付金、居宅介護サービス計画に係

ります負担金でございます。 

 同じく同款、２項介護予防サービス等諸経費、１目介護予防サービス給付費、支出

済額が１,８５０万５,９１４円。主なものとしましては、１９節負担金補助及び交付

金、要支援１、２に係ります介護予防給付費として支出させていただきました。 

 めくっていただきまして、同款、同項、７目介護予防サービス計画給付費、支出済

額が２３９万１,４２０円でございます。主なものとしまして、負担金補助及び交付

金、要支援１、２介護予防サービス計画に係ります給付費として２３９万１,４２０

円支出させていただいております。 

 同款、４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費１,２７９万８,５１７

円支出させていただいております。これにつきましても、１９節負担金補助及び交付

金、一定額限度以上の方に係ります払い戻しに係る費用でございます。１,２７９万

８,５１７円支出させていただいております。 

 同款、５項特定入所者介護サービス費、１目特定入所者介護サービス費でございま

す。支出済額が４,２７５万１,０５０円。 

 めくっていただきまして、主なものとしましては、１９節負担金補助及び交付金、

施設入所者低所得者分に係ります食費、居住費の補填分でございます。４,２７５万

１,０５０円支出させていただいております。 

 同款、７項高額医療合算介護サービス等費、１目高額医療合算介護サービス費でご
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ざいます。支出済額２０４万８,６０１円。主なものとしまして、１９節負担金補助

及び交付金、介護国保後期高齢者医療に係ります医療保険者との調整分として返還さ

せていただいてますのが、２０４万８,６０１円でございます。 

 ４款地域支援事業費、１項介護予防事業費、１目二次予防事業費でございます。支

出済額が２３６万２,７４１円。主なものとしまして、１３節委託料、介護教室ころ

ばん塾に係ります委託料２１９万３,４００円支出させていただいております。 

 めくっていただきまして、同じく同款、同項、２目一次予防事業費、支出済額１９

７万５,０３４円。主なものとしまして、１３節委託料、１９０万９,９００円。これ

につきましても、介護予防事業ころばん塾の委託料でございます。 

 同款、２項包括的支援事業任意事業費、２目総合相談事業費、支出済額６９４万５ ,

６５４円。主なものとしましては、地域包括支援センターに係ります人件費でござい

ます。 

 めくっていただきまして、３１１ページ、３１２ページをお願いします。 

 ６款公債費、２項財政安定化基金償還金、１目財政安定化基金償還金、支出済額１

００万円でございます。２３節の償還金利子及び割引料で、財政課安定化基金の償還

金として１００万円支出させていただいております。 

 続きまして、７款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、３目償還金でございます。

支出済額として、６０５万４,７３１円支出させていただいております。主なものと

しましては、２３節償還金利子及び割引料、国、府返還金の６０１万５,６９５円で

ございます。 

 めくっていただきまして、歳出合計、予算現額５億６,７６０万円。支出済額５億

６,１３４万４,０１１円。翌年度繰越額０円、扶養額６２５万５,９８９円でござい

ます。 

 １枚めくっていただきまして、３１５ページ。 

 実質収支に関する調書でございます。 
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 １．歳入総額５億６,９１８万９,５４１円、２．歳出総額５億６,１３４万４,０１

１円、３．歳入歳出差引額７８４万５,５３０円、４．翌年度へ繰り越すべき財源は

ありません。５．実質収支額７８４万５,５３０円でございます。 

 めくっていただきまして、３１６ページ、３１７ページにつきましては、財産に関

する調べでございます。後ほどお目通しいただきたいと思います。 

 １枚めくっていただきまして、３１８ページ、３１９ページ。 

 続きまして、平成２６年度和束町介護保険特別会計サービス事業勘定に係ります歳

入歳出決算事項別明細を説明させていただきます。 

 歳入でございます。１款サービス収入、１項予防給付費収入、１目居宅支援サービ

ス計画費収入、収入済額２３９万１,４２０円。主なものとしましては、１節の居宅

支援サービス計画費収入２３９万１,４２０円でございます。歳入合計、収入済額２

８３万５,９５０円。不納欠損額０円。収入未済額０円でございます。 

 めくっていただきまして、３２０ページ、３２１ページでございます。 

 歳出でございます。１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費２０４万４９３

円支出させていただきました。主なものとしましては、人件費並びに１４節の使用料

及び賃借料、支出済額５５万２,０６０円。この分につきましては、予防支援のコン

ピューターに係りますリース料、５４万３,０６０円でございます。 

 ２款事業費、１項居宅介護支援事業費、１目居宅介護支援事業費、支出済額が４２

万２８２円。主なものとしまして、委託料、支出済額が４２万２８２円で、介護予防

計画に係ります委託料として支出させていただいております。 

 歳出合計、予算現額が２６５万７,０００円。支出済額が２４６万７７５円。翌年

度繰越額ございません。不用額１９万６,２２５円でございます。 

 続きまして、めくっていただきまして３２２ページ、同じく実質収支に関する調書

でございます。 

 １．歳入総額２８３万５,９５０円。２．歳出総額２４６万７７５円。３．歳入歳
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出差引額３７万５,１７５円。４．翌年度へ繰り越すべき財源はありません。５．実

質収支額３７万５,１７５円でございます。 

 以上、認定第６号、平成２６年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算の事項別明

細について、説明させていただきました。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（中嶋 修君） 

 引き続いて、平成２６年度の承認第７号、和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算の事項別明細により、説明させていただきます。 

 ３２３ページをお願いします。 

 １款保険料、１項後期高齢者医療保険料、収入済額が３,１０２万１,５８７円で、

１目の特別徴収保険料の現年度分が１,９３２万３,９９３円と２目の普通徴収保険料

の現年度分が１,１６２万３,２３７円でございます。 

 続きまして、３款の繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金２,２３２

万７,６６９円。内訳といたしましては、１節の事務費繰入金５１５万１,０００円と

２節の保険基盤安定繰入金１,７１７万６,６６９円でございます。 

 続きまして、４款の繰越金、１項繰越金、１目の繰越金４７万４,７１８円。これ

につきましては、純繰越金でございます。 

 次のページをお願いします。 

 ５款諸収入、収入済額が１８１万８,４５８円で、主なものといたしましては、４

項の雑入、３目の雑入となっております。 

 以上、歳入合計調定額５,６２８万５,５３１円。収入済額５,５６４万２,４３４円。

不納欠損額は０円です。収入未済額６４万３,０９７円でございます。 

 続きまして、３２７ページをお願いします。 

 歳出です。１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費３９万７,１００円。主
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なものといたしましては、１１節の需用費の消耗品、１２節の役務費の通信運搬費で

ございます。 

 ２款後期高齢者医療広域連合の納付金、１項、１目後期高齢者医療広域連合納付金

５,０８８万６,１９１円でございます。これにつきましては、広域連合の負担金でご

ざいます。 

 ３款保険事業費、１項健康保持増進事業費、１目健康診査費、支出済額が３７６万

８,３０３円でございます。主なものといたしましては、１３節委託料の健康診査委

託料３５８万６,４５９円でございます。 

 次のページをお願いします。 

 以上、歳出合計ですけども、支出済額が５,５２４万１,７４１円。翌年度繰越額は

０円。不用額が１７万８,２５９円でございます。 

 続きまして、３３１ページをお願いします。 

 実質収支に関する調書。 

 １．歳入総額５,５６４万２,４３４円。２．歳出総額５,５２４万１,７４１円、３．

歳入歳出差引額４０万６９３円、４．翌年度へ繰り越すべき財源はございません。５．

実質収支額４０万６９３円となっております。 

 以上、よろしくお願いします。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 以上で、平成２６年度決算についての説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 ６番、岡田泰正委員。 

○６番（岡田泰正君） 

 それでは何点か質問させていただきたいと思っています。決算、予算ということで

ございますので、まず、やはり金額的なところから入らせていただきたいと思うんで

す。その中で一番やっぱり目につくのは、今年は不納欠損額の額がかなり多いと。前
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会計におきましては、平成２５年度が４８４万６,０００円だったのが、今回は２,１

２１万８,０００円。特別会計においては、平成２５年度が３２４万３,０００円に対

して、平成２６年度は１,１４８万９,０００円と、２倍、３倍という金額に上ってお

ります。 

 一応、監査の方からいろんな形での指摘はありましたけれども、いま一度、全般的

にどのようにこの金額をとらまえて、解釈をされておられるのか、自治体の報告のご

説明をお願いしたいと思います。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 総務課長、答弁。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 はい、お答えいたします。 

 平成２６年度の不納欠損額につきましては、この監査委員さんの意見書にも掲げて

あるとおりでございまして、過去からの懸案事項でございました法的な処分という形

で、平成２６年度におきましては、弁護士さんを入れまして、一定の滞納処分を行っ

たというところでございます。その処分につきましては、やっぱり法的に処分しなけ

ればならない分がございまして、それに基づきまして滞納処分をさせていただいた結

果、この不納欠損処分ということになったわけでございます。この会計上につきまし

て不納欠損という形になりますけれども、債券上は、町としては持っておるというと

ころでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 ６番、岡田泰正委員。 

○６番（岡田泰正君） 

 やはりですね、お金というものは納める税金関係ですれば、公平とか公正とかそう

いったことが世間で言われております。そういった意味をやはり十分、吟味し、また
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理解していただいてると思うんですけども、理解していただいてる中で、徴収に当た

っていただきたいとこのように思うわけでございます。これは表面にあがって欠損さ

れた分なんですけれども、やはりそのグレーゾーンと言いますか、今後、欠損額にな

るであろうという原資がやはり収入未済額というところにあがってきてるんじゃなか

ろうかと思っております。これをずーっと各町で、あるいは一般会計並びに特別会計

を見させていただくと、多い少ないはないのですけども、平均的に金額が横並びで改

善されていないというのが現状であろうと思います。町税につきましても、２２年か

ら２６年度にわたって変化はありますけども、依然高額な金額が済まされておると。

やはりこれは、個々、日々、理事者の方々、またご苦労があると思うんですけども、

やはり現年度分は、現年度分の中で処理をしていくと。そうすることによって、やは

り未済額というものは、おのずと減ってくると思うんです。これは毎年同じような未

済額が計上されるがゆえに、未済額の金額が依然として減ってこない、減っていない、

このように理解するわけなんですけども、これについて、今後の考え方をお伺いした

いと思います。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 総務課長、答弁。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 はい、お答えいたします。 

 ただいま岡田委員のほうからご指摘がございましたとおりでございまして、町のほ

うにつきましては、やはりその徴収につきましては、負担の公平性というのを原則と

して、各所管課のほうでは、徴収に努力しておるというところでございます。ただ、

やはり法的にどうしても不納欠損処分をしなければならないということがございます。

それにつきましては、法に基づきまして処分をさせていただきますけれども、とにか

く現年度分を滞納処分としないということで、現年分の収入に力を入れておるという

方針で、今のところ徴収の努力をしておるというところでございます。 
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 以上でございます。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 ６番、岡田泰正委員。 

○６番（岡田泰正君） 

 確かに、努力はしていただいてるとは思います。私もことしから税機構のほうに行

かせていただいておりまして、その中で、税機構の中で過年度分について徴収をされ

てるというパーセンテージというものが、和束町においては、京都府下では下のほう

から３番目に低い率でございます。低い率ということは、言いかえれば現年度分でそ

の分はとれる、とられているのかというふうに、いいほうに解釈すればそのように思

うわけなんですけども、３４ぐらいでしたか、そして一番高い徴収されているのが亀

岡市で、約５５、６％でしたか、移管された分で徴収をされているということで、こ

れは解釈のいろんな方法はあるかと思うんですけども、今言いましたように、現年度

分でも絞るだけ絞っておいた結果、税機構に行けば、それだけのものが招集できなか

ったというふうに解釈もできるわけなんですけども、今後とも、今申し上げましたよ

うに、未済額について、また府の決算額にしてもできる限り、日々の努力の中で、こ

れは消化していただけるものだと私は理解しておりますので、一つその点も今後、努

めてよろしくお願いしたいと思ってます。 

 それから次に、マイナンバーについてちょっとお伺いしたいと思っております。１

０年ほど前ですかね、いろんなお金をたくさんのお金をかけて、住基ネットというも

のが全国でつくられて、政策的にやられたと思うんですけども、その住基ネットとマ

イナンバーが、今回また新しくされようとするんですけども、その違いと言いますか、

それについてご説明をお願いしたいと思います。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 税住民課長、答弁。 

○税住民課長（中嶋 修君） 
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 ただいまの質問にお答えいたします。住基ネットにつきましては、全国的に個人の

確認をするシステムとなっております。それに加えて、マイナンバーの制度ですけど

も、これは個人にそれぞれ１２けたの番号を付番することによって、各行政のいろい

ろなサービスが受けられる。効率的にサービスを受けられるように、また行政の効率

化を目指すというような形のものになっております。あくまでも住基ネットについて

は、限定されたものの使い方となっておりますので、その辺は、マイナンバーとは違

うというように考えてます。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 ６番、岡田泰正委員。 

○６番（岡田泰正君） 

 今説明いただきましたように、住基カードですか、これにつきましては、利用され

るところが非常に少なくて、管理が地方自治体で管理をされるというふうなことで理

解をしていたわけです。また今回のマイナンバーカードにつきましては、国のほうで

管理をしていくと。こういう大きな違いがあろうかと思うんですけども、それに対し

て、いろいろと新聞等で報道がありますように、マイナンバーの枚数が果たしてマイ

ナンバーが１０月から施行されるということに対して、その発行枚数が希望される方

に皆さん行き届くのかどうかというふうなことが懸念されてるように、新聞報道等あ

りましたけれども、和束町のほうでは、そのマイナンバーに関する進捗いいますか、

取り組み、どのようなところまで行ってるのか、お伺いしたいと思います。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 税住民課長、答弁。 

○税住民課長（中嶋 修君） 

 ただいまのご質問にお答えします。 

 まず、和束町では、マイナンバーの発行枚数ですけども、来年の１月以降になりま

すけども、住基カードの発行枚数を参考に、１日当たり多くて５人というように算定
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しているところでございます。 

 それと、マイナンバーに関する今の現状ですけども、通知カードがこの１０月から

全国的に順次発送されるということになっております。和束町においては、おおむね

１カ月位おくれて順次、皆さんのところに到着するということを聞いております。そ

れ以降、来年の１月まで当面マイナンバーカードを希望する方につきましては、それ

ぞれ申請をしていただいて、来年の１月５日以降にそれぞれ発行していくというよう

なスケジュールになっております。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 ６番、岡田泰正委員。 

○６番（岡田泰正君） 

 それと、マイナンバーについて、これ使い勝手が非常にこういろんな形の情報の中

で、わかりづらい点があるいうわけで、マイナンバーが導入されると住基ネットにつ

いては、従来どおりの形で残るのか、マイナンバーに移行すれば、マイナンバーのほ

うにスライド移行するのか、その辺についてのわかっているところを聞かせていただ

ければと思います。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 税住民課長、答弁。 

○税住民課長（中嶋 修君） 

 お答えいたします。 

 住基ネットにつきましては、従来と同じような使い方で、マイナンバー制度が導入

されてからも継続して使われていきます。マイナンバー制度につきましては、それと

はまた別に、マイナンバーの特殊と言いますか、マイナンバー制度の中で社会保障の

手続とか、税務の関係の手続、それと災害対策等、今後また、独自利用も含めまして、

別な使い方がされるというように考えております。 

○委員長（竹内きみ代君） 
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 ６番、岡田泰正委員。 

○６番（岡田泰正君） 

 それと、セキュリティの問題に入るわけなんですけれども、やはり、この前は大き

なセキュリティのリース問題というものが新聞等々で驚きがあったわけなんですけれ

ども、今回は国が一括で管理をしていくということではございますけれども、このセ

キュリティについて、和束町は和束町だけでセキュリティをかけていくのか、その二

重三重になっているのか、その辺について僕もちょっとわかりにくい点があるんです

けども、安全面についてお伺いしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 総務課長、答弁。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 はい、お答えいたします。 

 マイナンバー制度が施行されるに当たりまして、個人情報の保護というのが一番重

要なことでございます。ご質問にもありましたように、国民年金のデータ漏えいとい

うのがございまして、国の方で年金関係といわゆるデータ連携するのは、ちょっと時

期をずらすということになりました。 

 マイナンバー制度での個人情報の取り扱いでございますけれども、いわゆるその国

のほうで一括的にデータ管理をするんじゃなくて、それぞれの機関で持っております

データは、今までどおり、それぞれの機関でデータ管理するということとなっており

ます。それでうちのほうにつきましても、住民基本台帳等のデータがあるわけでござ

いますけれども、そのデータにつきましては、国民年金の事件では、いわゆるインタ

ーネットとつながっておるパソコンから流出したということでございます。本町につ

きましては、その住民基本台帳とか、そういった個人データの載っているシステムに

つきましては、完全にインターネットとは分離しておりまして、物理的に外部から侵

入はできないということになってセキュリティをかけておるというところでございま
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す。今後も、いわゆる国も含めた形で分散管理という形をとるわけでございまして、

平成２９年の７月から地方公共団体と国、その他の機関と連携をしていくということ

になります。そのやりとりにつきましては、やはり十分なセキュリティをかけた形で、

いわゆる暗号化をして、そのデータが漏れたとしても暗号化をかけるということで、

また最善のセキュリティをかけておるというところでございます。 

 今後、さまざまな形でそのシステム的にもいろんな形で、セキュリティを万全にし

ていくということになっておるところでございます。また、個人情報保護法も改正に

なりまして、特定個人情報保護ということになります。これまた二日目の議会で、個

人情報保護条例の改正もさせていただきまして、非常に罰則等も強化されておるとい

うところでございまして、個人情報の保護については、これまで以上に万全を期して

いきたいというように思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 ６番、岡田泰正委員。 

○６番（岡田泰正君） 

 今の説明いただきまして、一つはちょっと安心したのかなという気はしております。 

 分散管理をしていくということで、一つの個々として、セキュリティは守られてい

くということでございましたけれど、しかしながら、２９年の７月ですか、こんなネ

ットにつないで全国的に、セキュリティのネットがつながっていく、その延長線上に

やはり、その政府が考えているのは、やっぱり銀行の預金であるとか、戸籍、パスポ

ートですね、それから自動車の登録、医療、証券とこういったことがこの先には待っ

ているわけでございまして、やはりそうなると、分散管理等々、今言われました安全

面はあるにしろ、やはりネットにつながれている以上は、やはりこういったセキュリ

ティの危険というものについては、裏表の状態にあるのかなとこのように思っており

ます。まあ、今後日々進歩の中で、より一層のセキュリティが保たれていくように、
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また期待をいたしまして、また行政のほうでもそれなりの勉強もしていただきたいと

このように思います。 

 それでは次に、これも全般的なところからお伺いするわけなんですけれど、この各

課での残業の問題なんですけれど、残業をする、しないというところの入り口はどう

いう形で、申請をされているのか、その点をお伺いしたいと思います。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 総務課長、答弁。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 はい、お答えいたします。 

 時間外勤務のご質問ということでございます。時間外の勤務につきましては、一定

その時間外に勤務が及ぶという合理的な理由があるということで、事前に承認をして

いただくという形をとさせていただいておるわけでございます。それにつきましては、

所属長が時間外勤務を命令するということになっておるわけでございます。その手続

を踏んだ形で、時間外勤務を命令は所属長が出すということになってます。ただ、緊

急的なことがございます。災害あるいは上下水道施設の緊急的な故障とか、そういっ

た突発的なことにつきましては、事後処理で構わないということとしておるところで

ございます。 

 以上です。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 ６番、岡田泰正委員。 

○６番（岡田泰正君） 

 まあ、合理的な形で事前申請が必要だと。まあ、午前中もしくはその日のうちに残

業したい旨の申し出があれば、課長なりあるいは副町長なりが、それを決裁をしてい

くというシステムであろうと思います。それで、一応、この中で全残業というものに

対して、ちょっと拾いあげてみたんですけれども、その中で、突出しているのがやっ
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ぱり総務課で２３.５５％ですね。残業費が去年１年間で１,３００万円ほど費用が使

われております。これを１００としたところで、総務が２３.５５％。その次に多い

のが農村の１９.８８が残業として使用されている。その三番目が下水かん水ですね。

これが１２.４％ということでございます。これが突出してパーセンテージが高いわ

けなんですけれども、その中で、農村さんの１９.８、２０％弱については、やはり

いろんなイベントであるとか、日曜出勤であるとか、いろんな形の中での数字も加味

されているんであろうと思うんですけれども、ひと月で残業の限度額とか、限度時間

とかそういったものについての縛りはあるんですか。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 総務課長、答弁。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 はい、お答えいたします。 

 一定、ひと月に何時間という形で制限はかけておらないというところでございます。

町のほうで示させていただいておるのは、労働基準法の関係で、職員の健康管理の面

から、１年につき３６０時間を目安として、これを超えて時間外をさせないようにす

るように、所属長は努めるという形をとらせていただいておるというところでござい

ます。今ご質問がございましたとおりでございまして、総務一般管理費がふえておる

というところは、やはり選挙の関係とか、そういった関係でその時間がふえておると

いうように認識しておるところでございまして、農村の関係につきましては、当然、

出品茶とかゴールデンウィークに時間、休日に勤務していただいておるということも

ございまして、そういう形で金額がかさんでおるというように認識しておるところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 ６番、岡田泰正委員。 
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○６番（岡田泰正君） 

 総務のほうは２３.５５、選挙のことは省いてます。衆議院選とこで５.７１、府の

選挙が１.６ということで省いておりますので、実質２３.５５であるということのご

認識だけお願いしたいと思います。 

 やはりこうすると、次に考えていかなきゃならないのは、人的な仕事量とのバラン

ス。これは適正なのかどうかというところにやっぱり議論は移ってくるんであろうと

思います。やはり、仕事量が多くて残業されているのか、あるいは能力がなく残業さ

れているのか、あるいは突発的な用事が非常に多くて、それによって残業もふえてい

るのかというふうなことがあるんですけども、この人事面につきましての、これだけ

とらまえて、どうのこうのと言うことはないと思うんですけれども、やはり一つの入

り口として考えていかなきゃならないのかなと思っております。その点について、い

ま一度、ご答弁をお願いしたいと思います。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 総務課長、答弁。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 はい、お答えいたします。 

 先ほども申し上げましたように、時間外の申請というのは、所属長が命令するとい

うこととなっております。当然その所属長、各課の課長でございますけれども、その

課内のいわゆる事務分掌なりは十分把握しておるというところでございます。毎月、

課ごとに職員の残業の時間数を課長にお知らせしておるというところでございます。

そのデータを踏まえまして、やはり一人の者に偏るということがあれば、やはりそこ

は課内で事務の分担の見直しが必要ではないかというように思われますので、そこは

課内で十分判断していただいて、分掌、事務分掌なりの見直しをしていただくという

ことが適切ではないかなと。そういった形で、毎月、そういったデータ送らせていた

だいて、適正な人事管理に努めておるというところでございます。 
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 以上です。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 ６番、岡田泰正委員。 

○６番（岡田泰正君） 

 ありがとうございました。今後とも、その時間の割り振りいいますか、時間管理と

いうものについて十分ご理解いただきたいと思います。と言いますのは、やはり拘束

されている時間はともあれ、拘束されてない時間というのは時間外になるわけでして、

やはりその拘束されている時間、目いっぱい頑張った。そして、なおかつ、その時間

外でも頑張った。やはりそうすると、人間の身体いうものは、やっぱり日々蓄積、過

労と言いますか、そういった心労と言いますか、そういったものがやはり人間の身体

に日々、蓄積されていくであろうと。蓄積されるであろうと、このように思います。

そうすると、やはり仕事がおもしろくない、あるいは意思が沈滞していく、能率が下

がっていく、というふうなマイナスのほうの思考のほうに走っていくのであろうと思

います。この前、新聞等で今大きく問題になっておりますアミューズさんの虐待のビ

デオ見ておりますと、やはりあれには、ほかに何が原因なのかなと。これと比較する

わけではないんですけれども、思うわけですけども、やはりそれは、仕事量がきつい

のか、あるいは労働環境が悪いのか、そういったものの、また、その方の品性が悪い

のか、それは悪いのか、それはわかりませんけれども、やはりそういった、何でもそ

の気持ちよく作業なり、仕事をしておれば、やはりそういうものは、抑えられるであ

ろうと、このように思うわけなんです。やはり、できるだけ時間外にしても、気持ち

よく仕事ができるような環境というものを管理者の方については、十分、といいます

か、日々職員の方にもお配りをいただいて、お願いしたいかなとこのように思ってお

ります。その点、副町長さんのほう、一つご答弁お願いできますか。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 町長、答弁。 
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○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 まず、我々公務員といいますのは、これはサービス業に徹しているわけであります。

そのサービスが、十分に対応できますように、いわゆる人事の管理を適切にやってい

かなきゃならん。 

 もう一つは、自己管理をきちっとやっていかなきゃならない。こういうことにある

と思います。そのためにも、日ごろからいわゆる能力アップ、そうしたところの皆が

一人一人が、能力アップに努めていくというのも大事であろうと思います。いずれに

いたしまして、この役場の業務というのは、先ほども言いましたように、サービス業

であります。相手が住民にありますので、そういう中で勤めていくと、こういうこと

ですから、一にも二にも、やはり能力アップ、自己管理、人事管理、この面から適正

にやっていくと、こういうことだと思いますので、今後十分、気をつけていきたいと、

このように思っております。 

○委員長（竹内きみ代君） 

 質疑の途中ではありますが、本日の決算特別委員会はこれぐらいにとどめ、延会し

たいと思います。 

 なお、次回の決算特別委員会は、明日１５日午前９時３０分より本議場で再開いた

しますので、ご参集願います。 

 本日はご苦労さまでした。 

午後 ４時０７分 延会 
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